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　【2】原始仏教聖典に記された雨安居地

　［0］次に原始仏教聖典中の釈尊が雨安居を過ごされたとする資料を調査し紹介する。素

直に考えれば、前節に紹介した雨安居地伝承は原始仏教聖典を拠り所としていると予想され、

それを確認することはこの伝承の信頼度を推し量る第１の指標になるはずである。

　ここには釈尊がその地で雨安居を過ごされたと明示するものはもちろん、以下に示すよう

な釈尊がその地で雨安居されたことを推測させるものも含めた。これは雨安居と遊行に関す

る我々の考えに則ったもので、その詳細は「モノグラフ」第７号に掲載する予定の森章司執

筆にかかる別の論考「原始仏教時代における遊行と雨安居」を参照されたい。

  ①　弟子たちが雨安居を終えて某処におられる釈尊に会いに来たという言う場合
  ②　弟子たちが雨安居に入るために某処におられる釈尊に会いに来たという場合
  ③　釈尊が某処におられた時、仏弟子の某が某処で雨安居したという場合
  ④　釈尊が某処におられた時、仏弟子らが作衣を行っていたという場合
  ⑤　釈尊が３ヶ月乃至４ヶ月間某処に留まっておられたという場合
  ⑥　釈尊がＡにおられた時に、某が釈尊にＢにおいて雨安居されるよう要請して受諾される

場合、Ｂの資料として扱う。

  ⑦　自恣の時であることが示されているもの
  ⑧　四月薬に関するもの（四月薬の自恣請は必ずしも雨期に限られるものではないが、一応

含めた。）（1）

　ただしある経典に釈尊の雨安居記事があっても、その経典の対応経典には雨安居について

言及がなかったり雨安居の場所を異にすることは少なくない。その場合その雨安居の記事は

信憑性が低いと言わざるを得ない。しかし原始聖典中の雨安居の記事を対応経典も含めて調

査することは後にし、今は信憑性のあるなしにかかわらず全てをリスト・アップする。

  便宜上釈尊が雨安居を過ごされた都市あるいは村のパーリ語表記のアルファベット順に示
す。また掲載したパーリの原文は重要な箇所だけであり、記事の内容を紹介する説明はそれ

よりも多く情報を含んでいて対応する訳文ではないことをお断りしておく。紹介順は以下の

通りである。

　［1］AGga国 CampA市 GaggarA蓮池

　［2］Bhagga国 SuMsumAragira邑 BhesakaLAvana（林）MigadAya（鹿園）

　［3］KAsi国

　［3－1］KAsi国 BArANasI市

　［3－2］KAsi国とのみあるもの

　［4］Kosala国
　［4－1］Kosala国 SAvatthI市 Jetavana林 AnAthapiNDikaのArAma（祇園精舎）

　［4－2］Kosala国 SAvatthI市 PubbArAma MigAramAtupAsAda（東園鹿子母講堂）

　［4－3］SAvatthIとのみあるもの

　［4－4］Kosala国 IcchAnaGgala村
　［4－5］Kosala国とのみあるもの
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　［5］Magadha国
　［5－1］Magadha国 Andhakavindha邑
　［5－2］Magadha国 RAjagaha市 GijjhakUTa山

　［5－3］Magadha国 RAjagaha市 LaTThivanuyyAna SupatiTTha cetiya（杖林山中霊塔之処）
　［5－4］Magadha国 RAjagaha市 VeLuvana KalandakanivApa精舎

　［5－5］RAjagahaとのみあるもの

　［5－6］Magadha国 UruvelA SenA-nigama村

　［6］Malla国
　［6－1］Malla国 AnupiyA邑

　［6－2］Malla国 PAvA邑

　［7］PArileyyaka林

　［8］Sakka（釈迦族）
　［8－1］Sakka（釈迦族） CAtumA町 AmalakIvana（林）

　［8－2］Sakka（釈迦族） Devadaha町
　［8－3］Sakka（釈迦族） Kapilavatthu市 NigrodhArAma（園）

　［8－4］Sakka（釈迦族） MedALupa または MedaLumpa邑（彌城留利邑）

　［8－5］Sakka（釈迦族） SAmagAma

　［8－6］Sakka（釈迦族） VedhaJJaのAmbavana
　［9］TAvatiMsabhavana（三十三天）

　［10］Vajji国
　［10－1］Vajji国 VesAlI市

　［10－2］Vajji国 BeluvagAmaka（村）

　［11］VaMsa国 KosambI

　［12］VeraJjA市

　［13］Videha国
  なお個々の項目において資料は以下の順序で配列されている。これも便宜的なものである。
　　パーリ聖典資料

　　　DN.
　　　MN.
　　　SN.
　　　AN.
　　　KN.
　　　Vinaya
　　漢訳聖典資料

　　　長阿含

　　　中阿含

　　　雑阿含

　　　別訳雑阿含
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　　　増一阿含

　　　四分律

　　　五分律

　　　十誦律

　　　僧祇律

　　　根本有部律

　　　　（1）病気の比丘は信者に薬を請うことが許されているが、無病の比丘はそうではない。ただし自

恣請された場合には無病比丘でも請うてよい。これは一般的には雨期の４ヶ月であるが、『僧

祇律』（大正22　p.385下）には「四月者。或夏四月。或冬四月。或春四月」として、雨期

（夏）以外に冬と春の自恣請も挙げられている。それ故、特に言及がなければ四月薬の自恣請

が話題になっていても、必ずしもそれが雨期のことであるとは限定できない。cf.平川彰『二

Ⅲ百五十戒の研究　』平川彰著作集第16巻　春秋社　1994年　pp.504~516.

　［1］AGga国 CampA市 GaggarA蓮池

　1）五分律「羯磨法」（大正22  p.161上）；佛在瞻波國住恒水邊。去王舍城不遠。一住處
有一比丘。姓迦葉。作摩摩諦。……時有衆多知識比丘到彼住處。迦葉比丘出迎禮拜問

訊。爲持衣鉢　洗浴具設過中飮。明日供前後食亦施衣服。如是多日。客比丘共作議言。

……我等寧可於此安居。作是議已即便共住。迦葉比丘後作是念。此客比丘疲極已息。

知聚落處所。我不能復日日勸化供前後食。念已便止。客比丘恨之。復作是議。……我

等當與作不見罪擧羯磨。議已便共擧之。迦葉比丘作是念。……世尊今在恒水邊。當往

問之。……

　［2］Bhagga国 SuMsumAragira邑 BhesakaLA林 MigadAya

　1）AN.008-003-030‘Anuruddha-s.’（vol.Ⅳ　　p.228）；ekaM samayaM bhagavA

      bhaggesu viharati suMsumAragire bhesakaLAvane migadAye. tena kho pana sama-

      yena AyasmA anuruddho cetIsu viharati pAcInavaMsadAye. ...... atha kho bhagavA

      ...... bhaggesu suMsumAragire bhesakaLAvane migadAye antarahito cetIsu pAcIna-

      vaMsadAye Ayasmato anuruddhassa sammukhe pAturahosi. ...... （p.232）tena hi

      tvaM anuruddha Ayatikam pi vassAvAsaM idhF eva cetIsu pAcInavaMsadAye viha-

      reyyAsI ti. evaM bhante ti kho AyasmA anuruddho bhagavato paccassosi. atha kho

      bhagavA ...... cetIsu pAcInavaMsadAye antarahito bhaggesu suMsumAragire bhesa-

      kaLAvane migadAye pAturahosi .......

　　　釈尊は、バッガ国・スンスマーラギラ・ベーサカラー林・鹿園から、チェーティ

（Ceti）国にいるアヌルッダのもとに瞬時にやって来て、次の雨安居をチェーティ国の
パーチーナヴァンサダーヤ（PAcInavaMsadAya）林で過ごすように指示して、再びバッ

ガ国に戻る。……

　　　　※ただしアヌルッダがチェーティ国で雨安居を過ごしている時に、釈尊がバッガ国で雨安居を過ご

していたか否かは明確でない。

　2）中阿含074「八念経」（大正01　p.540下）；我聞如是。一時佛遊婆奇痩在　山怖林鹿

野園中。爾時尊者阿那律陀。在枝提痩水渚林中。……世尊。從婆奇痩　山怖林鹿野園
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中忽沒不現。住枝提痩水渚林中尊者阿那律陀前。是時世尊便從定覺。歎尊者阿那律陀

曰。『善哉善哉。……阿那律陀。汝……然後於枝提痩水渚林中受夏坐也。』……世尊。

從枝提痩水渚林中忽沒不見。住婆奇痩　山怖林鹿野園中。……

　　　　※ただしアヌルッダ（阿那律）がチェーティ（枝提）国で雨安居を過ごしている時に、釈尊がバッ

ガ（婆奇）国で雨安居を過ごしていたか否かは明確でない。

　［3］KAsi国 
　［3－1］KAsi国 BArANasI市

　1）Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.022）；（ヤサとその友人達を教化された後、
比丘達が諸国から出家希望者を連れてきて比丘も出家希望者も疲労したのを御覧になっ

て、比丘らが自ら各々の国で三帰戒にて具足戒を与えることを許されてから）釈尊は、

雨季を過ごされ（vassaM vuttho）、その時に魔が現れた。（それから、ウルヴェー

ラーに向かって遊行された。）

　2）十誦律「医薬法」（大正23　p.185下）；佛在波羅奈国。與大衆共夏安居。……

　［3－2］KAsiとのみあるもの

　1）十誦律「臥具法」（大正23　p.248上）；佛在迦尸国。與大比丘衆一處安居。……

　［4］Kosala国
　［4－1］Kosala国 SAvatthI市 Jetavana林 AnAthapiNDikaのArAma（祇園精舎）

　1）MN.065‘BhaddAli-s.’（vol.Ⅰ　　p.437）；evam-me sutaM. ekaM samayaM bha-

      gavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tatra kho bhagavA

      bhikkhU Amantesi. ...... （p.438）atha kho AyasmA bhaddAli sabban-taM temAsaM

      na bhagavato sammukhIbhAvaM adAsi ....... 

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎に居られた。バッダーリ比丘は釈尊によって制

定された一日一食の制に従わず、３ヶ月の間釈尊と会わないようにした。比丘らが

釈尊の衣を作っていて、まもなく釈尊が遊行に出られる時になって、バッダーリは

謝罪し許された。……

  2） SN. 045-012（ vol.Ⅴ　　p. 013）； sAvatthi. icchAmAham bhikkhave temAsaM 

patisalliyituM. atha kho bhagavA tassa temAsassa accayena paTisallANA vuTThito 

bhikkhU Amantesi. ......

　　　　釈尊がサーヴァッティーで３ヶ月間独坐された。……

　 3） SN.055-006（ vol.Ⅴ　　p.348）； sAvatthi nidAnaM. tena kho pana samayena 

sambahulA bhikkhU bhagavato cIvarakammam karonti niTThitacIvaro bhagavA 

temAsaccayena cArikam pakkamissatI ti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティーの祇園精舎におられた。その時多くの比丘が釈尊のために

作衣していた。イシダッタとプラーナという２人の大工が、近く３ヶ月が満了し釈

尊が遊行に出られると聞いて釈尊に会う。……

　4） SN.055-052（vol.Ⅴ　　p.405）；ekam samayam bhagavA sAvatthiyaM viharati 

jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena aJJataro bhikkhu 
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sAvatthi yaM vassaM vuttho kapilavatthum anuppatto hoti kenacid eva 

karaNIyena. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティーの祇園精舎におられた。ある比丘がサーヴァッティーで雨

安居を終えてカピラヴァットゥにやってきて、カピラヴァットゥの釈迦族の人々が

その比丘にサーヴァッティーにおられる釈尊、サーリプッタ、モッガッラーナ、比

丘衆の安否を尋ねる。……

　5） AN.005-006-055 （ vol. Ⅲ　　 p.067 ） ； ekaM samayaM bhagavA sAvatthiyaM 

viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena sAvatthiyaM 

ubho mAtAputtA vassAvAsaM upagamiMsu, bhikkhu ca bhikkhunI ca. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。サーヴァッティーで比丘尼である

母と比丘である息子が雨安居の時に近親相姦を犯す。……

　6） AN.009-002-011（vol.Ⅳ　　p.373）；evam me sutaM. ekaM samayaM bhagavA 

sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. atha kho AyasmA 

sAriputto ... ... bhagavantaM etad avoca vuttho me bhante sAvatthiyaM 

vassAvAso, icchAmF ahaM bhante janapadacArikaM pakkamitun ti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。サーリプッタは釈尊に「サーヴァッ

ティーでの雨安居を終えたので遊行に出たい」と暇を乞うた。……

　7） AN.011-002-014（vol.Ⅴ　　p.334）；ekaM samayaM bhagavA sakkesu viharati 

kapilavatthusmiM nigrodhArAme. tena kho pana samayena bhagavA sAvatthiyaM 

vassAvAsaM upagantukAmo hoti. ...... tena kho pana samayena sambahulA 

bhikkhU bhagavato cIvarakammaM karonti. niTThitacIvaro bhagavA 

temAsaccayena cArikaM pakkamissatI ti. ......

　　　　釈尊は釈迦国・カピラヴァットゥ・ニグローダ園におられた。釈尊はサーヴァッティー

で雨安居に入ろうとしてサーヴァッティーに赴かれた。ナンディヤもそれを聞いて

サーヴァッティーに行く。サーヴァッティーでナンディヤは、多くの比丘が釈尊の

衣を作っているので衣が整えば釈尊は３ヶ月の満了に遊行に出られると聞いて釈尊

に会いに行く。……

  8） UdAna 003-003 （ p.024 ） ； evam me sutaM. ekaM samayaM bhagavA 

sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena 

yasojapamukhAni paJcamattAni bhikkhusatAni sAvatthiM anuppattAni honti 

bhagavantaM dassanAya. ...... gacchatha bhikkhave, vo paNAmemi, na vo mama 

santike vattabban ti. ...... te bhikkhU bhagavato paTissutvA ...... yena vajjI tena 

cArikaM pakkamiMsu,  vajjIsu anupubbena cArikaJ caramAnA ...... vaggumudAya 

nadiyA tIre paNNakutiyo karitvA vassaM upagacchiMsu. .......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。ヤソージャをはじめとする500人

の比丘は釈尊を拝するためサーヴァッティーにやってきて、釈尊によって追放され

てヴァッジへ赴き、ヴァッグムダー河畔で雨安居に入る。……

　9） UdAna 005-006 （ p.057 ） ； evam me sutaM. ekaM samayaM bhagavA 
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sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena 

AyasmA mahAkaccAno avantIsu viharati kuraraghare pavatte pabbate. ...... 

（ p.058 ） atha kho Ayasmato soNassa vassaM vutthassa ...... evaJ cetaso 

parivitakko  udapAdi ...... sace maM upajjhAyo anujAneyya, gaccheyF AhaM 

bhagavantaM dassanAya ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。ソーナ・クティカンナがアヴァン

ティのクララガラ・パヴァッタ山にいたマハーカッチャーナのもとで３年かかって

ようやく出家して、雨安居を終わってから釈尊のもとへ赴く。……

　10）Vinaya‘VassUpanAyikakkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.139）； atha kho bhagavA 

rAjagahe yathAbhirantaM viharitvA yena sAvatthi tena cArikaM pakkAmi. ...... 

tatra sudaM bhagavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. 

tena kho pana samayena kosalesu janapadesu udenena upAsakena saMghaM 

uddissa viharokArApito hoti. so bhikkhUnaM santike dUtaM pAhesi, Agacchantu 

bhaddantA, icchAmi dAnaJ ca dAtuM dhammaM ca sotuM bhikkhU ca passitun ti. 

bhikkhU evaM AhaMsu: bhagavatA Avuso paJJattaM na vassaM upagantvA ...... 

avasitvA cArikA　pakkamitabbAF ti. ......

　　　　釈尊はラージャガハに随意の間住してからサーヴァッティーに来て祇園精舎に住さ

れた。コーサラ国のウデーナという優婆塞が精舎を建立して使いを遣って僧伽を招

待したが、比丘らは雨安居する間待つようにと応え、ウデーナが怒る。……

　12）Vinaya‘ PavAraNakkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.157）； tena samayena buddho 

bhagavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana 

samayena ...... bhikkhU kosalesu janapadesu aJJatarasmiM AvAse vassaM 

upagacchiMsu. ......

　　　　釈尊が舎衛城・祇園精舎に住しておられた時、比丘たちはコーサラ国のある処で雨

安居に入った。……

　13）Vinaya‘Cammakkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.194）；（p.195）atha kho Ayasmato　

soNassa vassaM vutthassa rahogatassa paTisallInassa evaM cetaso parivatakko 

uda pAdi: ...... gaccheyyAhaM taM bhagavantaM dassanAya ......（p.196）AyasmA 

soNo...... anupubbena yena sAvatthi jetavanaM anAthapiNDikassa ArAmo yena 

bhagavA　tenF upasaMkami, ......

　　　（マハーカッチャーナはアヴァンティ国のクララガラ・パパータ山にいた。優婆塞で

あったソーナ・クティカンナは受戒を希望したが、当時アヴァンティとダッキナー

パタ（南路）には比丘が少なかったので10人の比丘がそろわず、3年間具足戒を授け

ることができなかった。）雨安居を終え、独坐していたソーナに「……世尊に会い

に行こう」という考えが生じた。……ソーナは……サーヴァッティー・祇園精舎の

釈尊のもとへやってきた。……

　 14）Vinaya‘KaThinakkhandhaka’（vol.Ⅰ　　 p.253）； tena samayena buddho 

bhagavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana 
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samayena tiMsamattA pATheyyakA bhikkhU ...... sAvatthiM gacchantA 

bhagavantaM dassanAya upakaTThAya vassUpanAyikAya nAsakkhiMsu sAvatthiyaM 

vassUpanAyikaM sambhAvetuM, antarA magge sAkete vassaM upagacchiMsu. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。パーテッヤ（PATheyyaka）の比

丘30人がサーヴァッティーにおいて釈尊のもとで雨安居しようと考えて、入雨安居

が近づいていたが出発した。しかし、間に合わず途中のサーケータにおいて雨安居

に入った。「あと６由旬先に釈尊がおられるのに」と嘆く。自恣を終って釈尊に会

いに来る。……

　15）Vinaya‘Kammakkhandhaka’（vol.Ⅱ　　p.009）； tena kho pana samayena 

assajipunabbasukA nAma kiTAgirismiM AvAsikA honti alajjino pApabhikkhU. te 

evarU paM anAcAraM Acaranti. ...... （p.010）tena kho pana samayena aJJataro 

bhikkhU kAsIsu vassaM vuttho sAvatthiM gacchanto bhagavantaM dassanAya 

yena kiTAgiri  tad avasari. ...... （ p.011） so bhikkhu ...... anupubbena yena 

sAvatthi jetavanaM anAthapiNDikassa ArAmo yena bhagavA tenF upasaMkami......

　　　　アッサジとプナッバスの徒らがキターギリに住して数々の悪行を行っていた時、あ

る比丘がカーシで雨安居を過ごし終わって釈尊に会おうとサーヴァッティーに向か

う途中でキターギリを通りかかり、これを知って釈尊に訴えた。……

　16）Vinaya‘SenAsanakkhandhaka’（vol.Ⅱ　　p.154）；...... atha kho anAthapiNDiko 

gahapati rAjagahaM agamAsi kenacid eva karaNIyena. ...... （p.156）atha kho 

anAthapiNDiko gahapati yena sItavanaM tenF upasaMkami. ...... （ p.158 ）

anAthapiNDiko gahapati bhagavantaM etad avoca: adhivAsetu me bhante bhagavA 

sAvatthiyaM vassAvAsaM saddhiM bhikkhusaMghenA ti. ......

　　　　所用でラージャガハに来ていたアナータピンディカ長者が、初めて「仏陀が世に出

た」ことを聞き、シータ林に釈尊を尋ねて法眼浄を得て優婆塞となる。アナータピ

ンディカは釈尊にサーヴァッティーにおいて雨安居を受けられることを乞う。……

　　　　※ただし釈尊が雨安居されたという記事はない。

　17）Vinaya‘Nissaggiya 015’（vol.Ⅲ　　p.230）；tena samayena buddho bhagavA 

sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. atha kho bhagavA 

bhikkhU Amantesi: icchAmF ahaM bhikkhave temAsaM paTisalliyituM nF amhi 

kenaci upasaMkamitabbo aJJatra ekena piNDapAtanIhArakenA Fti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。釈尊は諸比丘に「３ヶ月静処に入

るので、一送食比丘を除いて誰も私のところへ来ては行けない」と言われた。……

　18）Vinaya‘Nissaggiya 028’（vol.Ⅲ　　p. 260）；tena samayena buddho bhagavA 

sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena 

aJJataro mahAmatto pavAsaM gacchanto bhikkhUnaM santike dUtaM pAhesi: 

Agacchantu bhaddantA, vassAvAsikaM dassAmIti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。一大臣が遠地に行くにあたって比

丘に安居施をなそうとして比丘を呼んだ。……
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　19）Vinaya‘Nissaggiya 029’（vol.Ⅲ　　p.262）；tena samayena buddho bhagavA 

sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena 

bhikkhU vutthavassA AraJJakesu senAsanesu viharanti, kattikacorakA bhikkhU 

laddhalAbhAFti paripAtenti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。その時諸比丘は雨安居に入って阿

蘭若住処に住していた。秋賊が比丘は財を持っているとして襲った。……

　20）Vinaya‘PAcittiya 016’（vol.Ⅳ　　p.042）； tena samayena buddho bhagavA 

sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena 

chabbaggiyA bhikkhU varaseyyAyo palibuddhanti. therA bhikkhU vuTThApenti. 

atha kho chabbaggiyAnaM bhikkhUnaM etad ahosi: kena nu kho mayaM upAyena 

idhF  eva vassaM vaseyyAmA Fti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。その時六群比丘は先回りして良い

床を先取りしたが、後からやって来た長老に奪われた。六群比丘はどうしたらここ

で雨安居できるかと考えて、長老比丘の就寝場所に無理に割って入り窮屈ならば出

ていけと言った。……

　21）Vinaya‘PAcittiya 017’（vol.Ⅳ　　p.044）； tena samayena buddho bhagavA 

sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena 

sattarasavaggiyA bhikkhU aJJataraM paccantimaM mahAvihAraM paTisaMkharonti 

idha mayaM vassaM vasissAmA Fti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。十七群比丘は雨安居に入るために

精舎を修理していた……

　22）Vinaya‘PAcittiya 026’（vol.Ⅳ　　p. 060）； tena samayena buddho bhagavA 

sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana samayena 

AyasmA udAyi paTTho hoti cIvarakammaM kAtuM. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。その時ウダーイ長老は作衣にとり

かかっていた。……

　23）Vinaya‘（BhikkhunI）Nissaggiya 002’（vol.Ⅳ　　p.245）； tena samayena 

buddho bhagavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena 

kho pana samayena sambahulA bhikkhuniyo gAmakAvAse vassaM vutthA 

sAvatthiM agamaMsu ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。衆多の比丘尼は村中の住処にて雨

安居を終わりサーヴァッティーに到った。……

　24）Vinaya‘（BhikkhunI）PAcittiya 029’（vol.Ⅳ　　p.286）；tena samayena buddho 

bhagavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. ...... tena kho 

pana samayena vassaM vutthA bhikkhuniyo cIvaraM bhAjetukAmA 

sannipatiMsu.......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。……その時雨安居を終えた比丘尼

らが衣を分配しようとして集まった。……

原始仏教聖典に記された釈尊の雨安居地と後世の雨安居地伝承



　25）Vinaya‘（BhikkhunI）PAcittiya 035’（vol.Ⅳ　　p.292）；tena samayena buddho 

bhagavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana 

samayena bhaddA kApilAnI sAkete vassaM upagatA hoti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。その時バッダー・カーピラーニー

はサーケータにおいて雨安居に入った。……

　26）Vinaya‘（BhikkhunI）PAcittiya 056’（vol.Ⅳ　　p.313）；tena samayena buddho 

bhagavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana 

samayena sambahulA bhikkhuniyo gAmakAvAse vassaM vutthA sAvatthiM 

agamaMsu.......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。その時衆多の比丘尼は村里の住処

にて雨安居を竟りサーヴァッティーに到った。……（無比丘の住所で雨安居に入っ

た）

　27）Vinaya‘（BhikkhunI）PAcittiya 057’（vol.Ⅳ　　p.313）；tena samayena buddho 

bhagavA sAvatthiyaM viharati jetavane anAthapiNDikassa ArAme. tena kho pana 

samayena sambahulA bhikkhuniyo gAmakAvAse vassaM vutthA sAvatthiM 

agamaMsu.......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・祇園精舎におられた。その時衆多の比丘尼は村里の住処

にて雨安居を竟りサーヴァッティーに至った。……（比丘僧伽で自恣を行わなかっ

た）

　28）中阿含024「師子吼経」（大正01  p.452中）；我聞如是。一時佛遊舍衛國。在勝林
給孤獨園。爾時世尊與大比丘衆倶於舍衛國而受夏坐。尊者舍梨子亦遊舍衛國而受夏坐。

於是尊者舍梨子舍衞國受夏坐訖。過三月已補治衣竟。攝衣持鉢往詣佛所。……

　29）中阿含166「釈中禅室尊経」（大正01　p.698下）；我聞如是。一時佛遊舍衞國。在

勝林給孤獨園。爾時尊者盧夷強耆遊於釋中在無事禪室。……（p.699上）於是尊者盧

夷強耆在釋中受夏坐訖。過三月已補治衣竟。攝衣持鉢往詣舍衛國。展轉進前至舍衞國。

住勝林給孤獨園。爾時尊者盧夷強耆往詣佛所。……

　30）中阿含194「跋陀和利経」（大正01  p.746中）；我聞如是。一時佛遊舍衞國。在勝
林給孤獨園。與大比丘衆倶而受夏坐。……

　31）雑阿含482（大正02  p.122下）；如是我聞。一時佛住舍衞國祇樹給孤獨園。夏安居
時。爾時給孤獨長者來詣佛所。……合掌白佛言。唯願世尊。與諸大衆。受我三月請衣

被飮食應病湯藥。爾時世尊默然而許。……

　32）雑阿含815（大正02  p.209中）；如是我聞。一時佛住舍衞國祇樹給孤獨園。夏安居。
爾時衆多上座聲聞。於世尊左右樹下窟中安居。……爾時世尊。十五日布薩時。……

　33）雑阿含857（大正02  p.218上）；如是我聞。一時佛住舍衞國祇樹給孤獨園。前三月
夏安居竟有衆多比丘。集於食堂。爲佛縫衣。如來不久作衣竟。當著衣持鉢出精舍。人

間遊行。時釋氏難提聞……

　34）雑阿含858（大正02  p.218中）；如是我聞。一時佛住舍衞國祇樹給孤獨園。前三月
夏安居。時有釋氏難提。聞佛於舍衞國祇樹給孤獨園。前三月結夏安居。聞已作是念。
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……即到彼三月竟。時衆多比丘集於食堂。爲世尊縫衣。而作是言。如來不久作衣竟。

著衣持鉢。人間遊行。時釋氏難提……

　35）雑阿含859（大正02  p.218下）；如是我聞。一時佛住舍衞國祇樹給孤獨園。前三月
結夏安居。如前説。差別者。時有長者。名梨師達多及富蘭那。兄弟二人。聞衆多比丘

集於食堂。爲世尊縫衣。如上難提修多羅廣説。佛説此經已。梨師達多長者及富蘭那。

聞佛所説。歡喜隨喜。從座起。作禮而去

　36）雑阿含860（大正02  p.218下）；如是我聞。一時佛住舍衞國祇樹給孤獨園。前三月
結夏安居竟。衆多比丘集於食堂。爲世尊縫衣。時有長者梨師達多。及富蘭那。兄弟二

人。……

　37）雑阿含1331（大正02  p.367下）；如是我聞。一時佛住舍衞國祇樹給孤獨園。時有衆
多比丘。於拘薩羅國人間遊行。住一林中夏安居。彼林中有天神住。知十五日諸比丘受

歳。……

　38）増一阿含033-002（大正02　p.683上）；…… （p.684中）時尸婆羅復作是念。我今
向在何處夏坐。令人不知吾處。復重作念。當在耆闍山東廣普山西於中夏坐。即將五百

比丘在彼山中而受夏坐。……是時尊者尸婆羅便作是念。我今已夏坐訖。不見如來甚久。

今可往親覲世尊。即將五百比丘往舍衞城。……（p.684下）是時尊者尸婆羅往詣祇　

精舍至世尊所。……

　39）増一阿含037-006（大正02  p.712下）；聞如是。一時佛在舍衞國祇樹給孤獨園。爾
時尊者舍利弗。往詣世尊所。頭面禮足在一面坐。爾時舍利弗白世尊言。我今以在舍衞

城夏坐。意欲人間遊化。世尊告曰。今正是時。時舍利弗即從坐起。 頭面禮足便退而
去……

　40）増一阿含042-006（大正02  p.754上）；聞如是。一時尊者阿那律遊在四佛所居之處。
……爾時世尊在舍衞城祇樹給孤獨園。是時王波斯匿請如來及比丘僧。夏坐九十日。…

…

　41）増一阿含049-007（大正02  p.800中）；聞如是。一時佛在舍衞國祇樹給孤獨園。…
…爾時跋提婆羅白世尊言。我不堪任而一食。……（p.801中）爾時跋提波羅。及經三

月不至世尊所。爾時阿難臨三月初。至跋提婆羅比丘所而告之曰。今諸衆僧皆補納衣裳。

如是如來當人間遊行。今不往者後悔無益。是時阿難將跋提婆羅。至世尊所頭面禮足。

……

　42）四分律「捨堕006」（大正22  p.608下）；時有衆多比丘。在拘薩羅国夏安居竟。十
五日自恣已。十六日執持衣鉢往世尊所。昼日熱不可行夜便行。失正道従邪道行。時値

賊劫他大得財物還。於邪道相値。……諸比丘露形而去。至祇桓在門外立。……

　43）四分律「捨堕029」（大正22  p.632上）；爾時佛在舎衛国祇樹給孤独園。諸比丘夏
安居訖。後迦提一月満在阿蘭若処住。時多有賊劫奪比丘衣鉢坐具針筒什物。兼打撲諸

比丘。……

　44）四分律「単提021」（大正22  p.647中）；爾時世尊在舎衛国祇樹給孤独園。與大比
丘衆五百人倶。於中夏安居。……

　45）四分律「（比丘尼）単提094」（大正22　p.745下）；爾時婆伽婆。在舎衛国祇樹給
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孤独園。時偸羅難陀比丘尼安居。……

　46）四分律「（比丘尼）単提095」（大正22　p.746上）；爾時婆伽婆。在舎衛国祇樹給

孤独園。時六群比丘尼。春夏冬一切時人間遊行。時遇暴雨河水汎漲。漂失衣鉢尼師檀

針筒。踏殺生草。……

　47）四分律「（比丘尼）単提096」（大正22　p.746中）；爾時婆伽婆。在舎衛国祇樹給

孤独園。爾時舎衛諸居士。請讖摩比丘尼共立制度。我等共供養衆僧乃至安居竟。讖摩

比丘尼安居竟。而彼即住不去。時諸居士皆譏嫌言。……

　48）四分律「（比丘尼）単提142」（大正22　p.765下）；爾時婆伽婆。在舎衛国祇樹給

孤独園。時諸比丘尼。聞世尊制戒聴比丘尼夏安居竟応往比丘僧中説三事自恣見聞疑。

然此諸比丘尼。不往至大僧中説三事自恣見聞疑。……

　49）四分律「（比丘尼）単提143」（大正22　p.766中）；爾時婆伽婆。在舎衛国祇樹給

孤独園。時諸比丘尼。在無比丘処夏安居。……

　50）四分律「（比丘尼）単提 164」（大正22  p.773上）；爾時婆伽婆。在舎衛国祇樹給
孤独園。時有比丘尼不夏安居。……

　51）四分律「安居　度」（大正22　p.830中）；爾時佛在舎衛国祇樹給孤独園。時六群比

丘。於一切時春夏冬人間遊行。時夏月天暴雨水大漲。漂失衣鉢坐具針筒。蹈殺生草木。

……

　52）四分律「自恣　度」（大正22　p.835下）；爾時佛在舎衛国祇樹給孤独園。時有衆多

比丘。在拘薩羅国。於異住処夏安居。……

　53）四分律「薬　度」（大正22　p.877中）；爾時比丘在北方住安居已。形體枯燥顔色憔

悴。至祇桓精舎詣佛所。……

　54）四分律「迦　那衣　度」（大正22  p.877下）；爾時世尊在舎衛国。時有衆多比丘。
在拘薩羅国安居。十五日自恣竟。十六日往見世尊。……詣舎衛国世尊所。……有衆多

比丘。在拘薩羅国異処夏安居竟。十五日自恣已。十六日便持衣鉢来見世尊。……有衆

多糞掃衣比丘。在寒雪国異処夏安居。十五日自恣竟。十六日持所得新故衣。便往見世

尊。……詣祇桓精舎到佛所。……有衆多持糞掃衣比丘。在寒雪国異処夏安居。十五日

自恣竟。十六日持新故衣。来見世尊。……

　55）四分律「房舎　度」（大正22　p.938中）；爾時世尊在王舎城。舎衛国有居士名須達

多。常好給施孤窮乞児。……（p.939上）時給孤独食。即往迦蘭陀竹園中。……唯願

世尊。與衆僧倶受我夏安居九十日請。佛言。我已受王瓶沙請。即復白言。願受来年請。

佛言。我已受王瓶沙請。復白言。大徳。願受後年請。佛報言。若有如是処。……

　　　　※この資料は釈尊が少なくとも２回連続で王舎城で雨安居される予定にあったことを示すと同時に、

後年舎衛国で雨安居されることも示している。しかし釈尊が雨安居されたという記事なし。

　56）五分律「臥具法」（大正22　p.166下）；時舎衛城有長者名須達多。出三十萬金銭與

王舎城人年年来債。長者常出一由旬迎以設大饌。不復得出。……問言。汝為婚烟節会

為請王耶。答言。……佛出於世有大威徳。其諸弟子亦皆如是。我今請之故設此供。所

以不獲出相迎耳。須達多言。我亦聞有佛当出於世。……又問。今在何処。彼長者即偏

露右肩。右膝着地右手指佛所在言。佛在彼処。須達多聞已歓喜踊躍。……即令夜明。

須達多謂日已出。起趣城門。……須達多……遥見世尊……佛為説種種妙法乃至苦集尽
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道。即於座上得法眼浄。見法得果已受三帰五戒。白佛言。世尊。願佛及僧受我舎衛城

夏安居。如是三請。佛皆黙然。至第四請乃告之言。若住処無有　閙寂寞無声。諸佛乃

当於中安居。長者白佛。已解世尊。……

　　　　※ただし釈尊が祇園精舎に赴いて雨安居されるという記事はない。

　57）五分律「雑法」（大正22　p.171下）；有一比丘於徳叉尸羅國夏安居竟。到舍衞祇　

至佛所。頭面禮足白佛言。……

　58）十誦律「尼薩耆003」（大正23　p.041上）；佛在舎衛国。與大比丘衆安居。爾時諸

比丘多得布施衣畜。佛欲制諸比丘多畜衣故。語安居比丘。我欲制諸比丘多畜衣故。語

安居比丘。我欲四月燕坐。令諸比丘不得来至我所。除一送食比丘及布薩。諸安居比丘

受佛教。……爾時長老優波斯那。與多比丘衆五百人倶。皆阿練児。……従　薩羅遊行

到舎衛国。時多比丘祇桓門間経行。……

　59）十誦律「衣法」（大正23　p.199上）；佛在　薩羅。一住処與大比丘僧安居。是国中

諸居士。見僧多家家與比丘僧衣。若別房衣亦後安居衣。佛後歳祇林中夏安居。是住処

有両老比丘安居。諸居士思惟。……

　　　　※「　薩羅国」での雨安居と「祇林」での雨安居とは別の時のことである。

　60）十誦律「衣法」（大正23　p.201上）；佛在舎衛国。是時給孤独児。字僧迦羅叉。頂

結髪故。詣祇林中多設食供養僧。諸比丘大会千二百五十人。諸居士見大衆集。是中為

僧故。布施諸衣現前僧応分物。旧比丘言。是夏末月是中受一日成衣。是時布施夏安居

僧応分物。……

　61）十誦律「衣法」（大正23　p.201中）；佛在舎衛国。有阿羅漢比丘般涅槃。為是比丘

故。詣祇林中多設食供養僧。諸比丘多会千二百五十人。諸居士見大衆集。是中為僧故。

布施諸衣。応現前僧分物。旧比丘言。夏末月是中受迦　那衣。是衣施夏安居僧応分。

……

　62）十誦律「臥具法」（大正23　p.243下）；佛在王舎城。爾時舎衛国給孤独氏。有少因

縁至王舎城。宿一居士舎。是居士請佛及僧明日食。故後夜起。……給孤独氏初聞佛名。

……又問。佛今所在。答言。近在寒林。欲見随意。給孤独氏至心欲見。夜現明相。即

従舎出至大勢神門。……爾時世尊。即於経行処坐。是居士頭面礼佛足却坐一面。佛為

説法示教利喜。……世尊。我心楽佛法。知我尽寿作優婆塞。願世尊及僧。受我夏請住

舎衛国。佛知故問居士。汝字何等。答言。我字須達。供給孤独故。国人称我。為給孤

独氏。佛問須達。舎衛国有僧坊不。答言。未有世尊。佛言。若有僧坊住処。諸比丘可

得来往。若無有者。諸比丘不得往来止頓。又言。願世尊但受我請。我能為辧僧坊。令

諸比丘得来往止頓。……

　　　　※ただし、釈尊が雨安居されたという記事はない。

　63）僧祇律「尼薩耆波夜提029」（大正22　p.323上）；佛住舍衞城。爾時諸比丘阿練若

處。夏安居。……復次佛住舍衞城祇　精舍。沙祇國夏安居中衆僧有諍事起。如法滅。

佛語優波離。汝往沙祇國與。衆僧如法滅此諍事。……

　64）僧祇律「単提026」（大正22　p.348中）；復次佛住舍衞城。毘舍離諸比丘夏安居訖。

欲來禮覲世尊。諸比丘尼聞已即問比丘言諸大徳欲往禮覲世尊。何日當發。諸比丘即語
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去日。女人長情計日即先往道次住。待諸比丘。諸比丘見已問言。姉妹欲何所至。答言。

欲往祇　禮覲世尊。……

　65）僧祇律「威儀法」（大正22　p.502下）；佛住舍衞城祇　精舍。爾時諸比丘。春末月

不修治房舍。如來五事利益故。……見房舍破壞不治。佛治而故問比丘。是何等房破壞

不治。諸比丘答言。安居比丘自當治事。佛言。從今日後。安居時房舍應如是治。……

　　　　※これは雨安居に入る直前のことと思われる。

　66）僧祇律「威儀法」（大正22　p.503上）；佛住舍衞城祇　精舍。爾時世尊五事利益故。

五日一行諸比丘房。見房舍漏壞不治事雨潦……佛知而故問。比丘。是何等房。不知漏

壞如是。乃至佛言。從今日後。夏安居中應如是治房舍床褥。……

　67）僧祇律「（比丘尼）波逸提135」（大正22　p.542中）；佛住舍衞城。爾時比丘尼。

舍衞城安居竟。來詣比舍離。往到跋陀羅比丘尼親里家。其家人問何處安居。答言。舍

衞城。問。舍衞城何似好不。比丘尼言。祇　樹林華果茂盛池水清涼。精舍如是。世尊

住處如是。……

　68）根本有部律「波羅市迦002」（大正23　p.643上）；佛在室羅伐城給孤独園。於此城

中有一　芻。……遊行人間至王舎城。三月安居竟。欲求商旅往室羅伐城礼世尊足。…

…

　69）根本有部律「波羅市迦002」（大正23　p.644上）；佛在室羅伐城給孤独園。時有　

芻在王舎城。夏三月安居竟未及分衣。欲向室羅伐城礼世尊足。……

　70）根本有部律「波羅市迦002」（大正23　p.649中）；佛在室羅伐城逝多林給孤独園。

是時具寿大目乾連。於日初分執持衣鉢入室羅伐城。次第乞食至給孤独長者宅。是時長

者教其児子。読誦外典声明雑論。……時彼長者於日日中。與其童子瓔珞厳身。并諸侍

従往給園中聖者目連処受学佛法。然其国内於秋初時。常有迦栗底迦賊。当諸　芻夏安

居竟。時諸秋賊共相議曰……

　71）根本有部律「波羅市迦003」（大正23　p.666上）；佛在室羅伐城給孤独園。去此不

遠有一聚落。彼有長者。……彼為僧伽造一住処。……此住処請六十　芻夏安居竟。作

随意事已任縁而去。……

　72）根本有部律「泥薩祇波逸底迦004」（大正23　p.716上）；（菩薩の降兜卒から釈尊

が帰郷して釈迦族を教化するまでの仏伝に続いて）（p.720下）時五百釈子　芻極招

利養。爾時世尊便作是念。此諸釈子本為解脱而求出家。今捨少欲耽着財利。世尊欲令

絶利養故。即便旋往室羅伐城。在逝多林如昔安住。……（p.721上）時有摩訶羅　芻。

従室羅伐城夏安居已来至王城。時　陀夷於竹林精舎外近大道辺瞻望而住。遂遥見彼老

　芻来。……遂将入寺問言。爾従何来。報言。従室羅伐来。……汝摩訶羅既従彼来。

得知世尊少病少悩起居軽利安楽行不。在室羅伐為夏安居。彼便報言。世尊無病安楽在

彼安居。…… 
　73）根本有部律「泥薩祇波逸底迦005」（大正23　p.722中）；爾時世尊在室羅伐城逝多

林中。如佛所説。……爾時世尊告諸　芻曰。汝等当知。我欲於此夏安居。三月之内宴

黙而住。勿令　芻輒来見我。除一　芻為我請食者。除長浄日。……

　74）根本有部律「泥薩祇波逸底迦029」（大正23　p.755上）；爾時薄伽梵在室羅伐城逝
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多林給孤独園。去斯不遠有一聚落。彼有長者……彼為僧伽造一住処。……於此住処請

六十　芻。夏安居已随意而去。……是時復有六十　芻人間遊行。届斯聚落……是時長

者手執香鑪。於上座前白大衆曰。……願見哀愍於此夏安居。諸　芻告長者曰。法主世

尊今現在室羅伐城。……

　75）根本有部律「波逸底迦021」（大正23　p.792上）；爾時佛在室羅伐城逝多林給孤独

園。佛於此処為夏安居。與五千　芻倶。有耆宿　芻尼。亦在此王園寺而作安居。……

  76）根本有部律「波逸底迦026」（大正23　p.806上）；佛在室羅伐城逝多林給孤独園。
…… 佛在給孤独園。有衆多　芻尼在王舎城。於王園寺三月安居。夏既終已欲詣給園
礼世尊足出求商旅。……

　77）根本有部律「波逸底迦052」（大正23　p.835上）；佛在室羅伐城逝多林給孤独園。

時此城中有諸商人。往詣佛所礼双足已。次至阿難陀処問曰。世尊夏了欲向何処。阿難

陀具答。広説如前。観其先兆欲向王舎城。……

　78）根本有部律「波逸底迦071」（大正23　p.852下）；佛在室羅伐城逝多林給孤独園。

有一　芻。於王舎城竹林中住。為夏安居。時彼　芻夏了作衣竟。欲往室羅伐城礼世尊

足。……

　79）根本有部律「波逸底迦082」（大正23　p.882上）；（p.882中）……是時南方有五百

隠逸遁俗之賓。故弊充衣少欲為務。遠渋艱険欲向　閃毘国。……時五百人見斯事已更

相告曰。由持戒故報得生天。我等亦応詣給孤独長者処。受褒灑陀八支浄戒。彼行漸次

至妙音長者所設義堂。……妙音告曰。仁等可於此住待三月夏終。我当共去。答曰如是。

至夏終已。妙音長者與五百人至給孤独長者処。慰問訖具陳其事。時彼長者将此諸人往

詣佛所。倶礼佛足在一面坐。……

　80）根本有部律「波逸底迦089」（大正23　p.896上）；佛在室羅伐城給孤独園。三月夏

安居時。毘舎　鹿子母往詣佛所。……

　81）根本有部律「出家事」（大正23　p.1031上）；佛在室羅筏城。逝多林。給孤独園。

時具寿近軍　芻。遊行人間。三月坐雨安居已。度一弟子。與彼漸行。至室羅筏城。爾

時具寿近軍洗足已。往詣佛所。……

　82）根本有部律「安居事」（大正23　p.1041上）；佛在室羅伐城逝多林給孤独園。爾時

世尊與諸　芻。於此住処。三月雨安居。時有衆多　芻。於其夏中。遂向餘処。人間遊

行。……

　83）根本有部律「羯恥那衣事」（大正24　p.097中）；爾時佛在室羅筏城。逝多林給孤独

園。時有衆多　芻。在自来城。三月坐雨安居已。各持衣鉢。詣世尊所。路逢泥雨。…

…

　84）根本有部律「皮革事」（大正24　p.1048下）；爾時薄伽梵在室羅筏城逝多林給孤独

園。……（p.1052上）具寿聖者迦多演那弟子。及諸　芻等。在於餘処三月安居。安居

既竟洗浣衣訖。着衣持鉢漸漸遊行。往婆索婆村。方満十衆。時聖者迦多演那。即與億

耳近円。……時諸　芻等。往聖者迦多演那所白言。大徳比住此間。供養聖者。所有事

法悉皆作了。今欲礼覲大師世尊。聖者報言。善哉随去。既蒙許已。厳持衣鉢。往室羅

筏城。……是時億耳一心専念。既辞師已。……随路而去。経諸村落。方達彼城至逝多
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林。……

　［4－2］Kosala国 SAvatthI市 PubbArAma MigAramAtupAsAda（東園鹿子母講堂）

　1） SN.008-007（vol.Ⅰ　　p.190）；ekaM samayaM bhagavA sAvatthiyaM viharati 

pubbArAme migAra-mAtu-pAsAde mahatA bhikkhu-saGghena saddhiM paJcamattehi 

bhikkhusatehi sabbeh-eva arahantehi. tena kho pana samayena bhagavA 

tad-ahuposathe pannarase pavAraNAya bhikkhusaGghaparivuto ajjhokAse nisinno 

hoti. ......

　　　　釈尊はサーヴァッティー・東園鹿子母講堂に500人の比丘たちとともにおられた。

15日の布薩の日に自恣のために比丘衆に囲まれて露地において坐られた。……

　2）増一阿含032-005（大正02　p.676中）；聞如是。一時佛在舍衞國東苑鹿母園中。與大
比丘衆五百人倶。是時世尊七月十五日於露野地敷座。比丘僧前後圍遶。……

　［4－3］SAvatthIとのみあるもの

　1）五分律「捨堕001」（大正22  p.023上）；爾時波利邑諸比丘。來舍衞城欲後安居。時
到不及。便於娑　陀邑結坐安居訖。十六日便進佛所。……

　2）五分律「捨堕002」（大正22  p.023下）；佛在舍衞城。爾時十七群比丘。安居竟欲遊
行。……

　3）五分律「捨堕016」（大正22　p.031下）；佛在舍衞城。爾時有八月賊。……

　4）五分律「捨堕018」（大正22　p.033中）；佛在舍衞城。爾時六群比丘到估客村。估客

言。長老住此安居。我等行還當施安居物。六群比丘言。欲令我住便可施我。我安居中

作衣。安居竟著問訊佛。……爾時波斯匿王邊境有賊。違乙師達多富蘭那往討伐之。二

人共議。我等今行或能沒命。當共出物供養比丘。即持財物詣比丘所語言。……諸比丘

作是念。世尊不聽我等安居内受安居施。不知云何。以是白佛。……

　5）五分律「堕066」（大正22　p.063中）；佛在舍衞城。爾時拘薩羅摩竭二國互相抄掠。

二國中間道路斷絶。王舍城比丘安居竟。作是念。我今正當與賊同伴。乃得自致問訊世

尊。……

　6）五分律「安居法」（大正22　p.129上）；佛在舍衞城。爾時諸比丘春夏冬一切時遊行。

殺虫草擔衣物重疲弊道路。諸居士見譏訶言。……諸長老比丘聞種種訶責。以是白佛。

佛以是事集比丘僧。……不應一切時遊行。犯者突吉羅。從今聽夏結安居。……

　7）五分律「自恣法」（大正22　p.130下）；佛在舍衞城。爾時衆多比丘住一處安居。共

議言。我等若共語者。或致増減。當共立制。勿復有言。……安居既竟。諸佛常法。歳

二大會。往到佛所頭面禮足却坐一面。……

　8）五分律「迦　那衣法」（大正22　p.153上）；佛在舍衞城。……復有波利邑衆所知識

比丘。來舍衞城後安居　一宿不至於娑竭陀安居。安居竟十六日擔重衣冐泥雨至佛所頭

面禮足却住一面。……

　9）十誦律「尼薩耆027」（大正23　p.057中）；佛在舎衛国。爾時舎衛估客遊諸聚落。…

…諸比丘夏初月。分是物去。餘処安居。……佛以是事集比丘僧。佛以種種因縁呵責。

云何名比丘。夏初月分安居物。佛爾時但呵責未結戒

　　　（p.057下）佛又在舎衛国。……（p.058中）闘将即往佛所。……白佛言。世尊。受我
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等請舎衛国夏安居。憐愍故佛黙然受之。……

　10）十誦律「尼薩耆030」（大正23　p.060下）；佛在舎衛国。與大比丘僧安居。爾時長

老畢陵伽婆蹉。王舎城安居。……

　11）十誦律「波夜提016」（大正23　p.078中）；佛在舎衛国。爾時長老耶舎。與五百眷

属倶。来向舎衛国欲安居。時諸比丘皆作安居先事。謂塞壁孔罅。……

　12）十誦律「受具足戒法」（大正23　p.148下）；佛在舎衛国。爾時長老優波斯那婆檀提

子。一歳授共住弟子具足和尚一歳弟子無歳共往。　薩羅国一処夏安居。……是時長老

優波斯那。是中住処夏安居。自恣竟作衣已持衣鉢。自身二歳弟子一歳。共遊行往舎衛

国。到佛所頭面礼佛足一面坐。……

　13）十誦律「受具足戒法」（大正23　p.152下）；佛在舎衛国。爾時諸比丘尼。従　薩羅

遊行向舎衛国。薩羅林中有賊破法。劫奪比丘尼作毀辱事。諸城国邑悪名流布。若王力

若聚落力。囲捕尽得諸賊。唯有一賊逃走。至婆岐陀国。到比丘所。語諸比丘言。大徳。

與我出家。諸比丘不思與出家。……諸比丘。従婆祇国自恣作衣竟。持衣鉢欲遊行至舎

衛国。……

　14）十誦律「自恣法」（大正23　p.165上）；佛在舎衛国。諸比丘夏安居時。先作如是制

限。長老。我等不共語言不相問訊。是諸比丘作是制已。一処夏安居。……

　15）十誦律「自恣法」（大正23　p.166中）；佛在舎衛国。是中佛語諸比丘。是夜多過自

恣時到。一比丘従坐起偏袒着衣長跪合掌白佛言。世尊。諸比丘病不来。佛言。応取自

恣。……

　16）十誦律「自恣法」（大正23　p.171上）；佛在舎衛国。佛語諸比丘。従今聴一説自恣

二説自恣。我前已聴三説自恣。……

　17）十誦律「安居法」（大正23　p.173下）；佛在舎衛国。爾時迦夷国土有聚落。名象力。

是中有居士。字憂田。大富田業殷実宝物豊足。帰依佛帰依法帰依僧。見諦得道果。為

僧興立僧坊。遣使言。是中多有好飲食及諸衣施。長老来受我飲食供養。僧坊臥具施四

方僧。時諸比丘発遣使還報居士言。佛為比丘結戒。夏中不応遊行諸国。汝莫愁悩以為

憂苦。……

　18）十誦律「皮革法」（大正23  p.178上）；佛在舎衛城。……（p.181上）長老迦旃延。
即與億耳出家。是時阿湿摩伽阿槃地国土。少比丘十衆難得。是沙弥夏安居過自恣竟。

長老迦旃延共住弟子近住弟子。諸方来見師問訊。爾時比丘満十衆。是時與億耳受具足

戒。時諸比丘欲遊行東方国。到佛所見佛供養。億耳問諸比丘。長老那去。諸人言。欲

至舎衛国見佛世尊親近礼拜。……億耳向長老迦旃延所。……我今安居竟。欲遊行東方

国土見佛世尊親近礼拜。願聴我去。迦旃延言。欲往随意。……

　19）十誦律「皮革法」（大正23　p.184中）；佛在舎衛国。自恣竟夏末月。與大比丘衆遊

行諸国。……

　20）十誦律「医薬法」（大正23　p.185上）；佛在舎衛国。共大衆夏安居。是時長老畢陵

伽婆蹉。王舎城夏安居。……

　21）十誦律「衣法」（大正23　p.199上）；佛在舎衛国。跋難陀釈子両処安居。為布施故。

諸比丘不知何処與衣分白佛。……佛在舎衛国。跋難陀釈子。夏後月按行諸精舎。欲知
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何処安居比丘多得衣物。布施多処即往。……

　22）十誦律「迦　那衣法」（大正23　p.206下）；佛在舎衛国。爾時諸比丘。於桑祇陀国

安居。過三月自恣竟作衣畢。持衣鉢向舎衛国。……往詣佛所……

　23）十誦律「臥具法」（大正23　p.245中）；爾時佛次第到舎衛国。諸比丘欲安居。先作

本事。泥塗壁孔及土　。……

　24）十誦律「雑法」（大正23　p.288下）；佛在舎衛国。爾時長老耶舎。與五百比丘。従

　薩羅。来至舎衛国。欲安居。……

　25）十誦律「雑法」（大正23　p.296下）；佛在舎衛国。爾時自恣時。両部僧和合。……

　26）十誦律「（比丘尼）波夜提149」（大正23　p.339中）；佛在舎衛国。爾時有比丘尼。

名修闍多。……有一長者児。名欝多羅。旧相知識。共語共事。是児住　薩羅国鉢多羅

聚落。是比丘尼為是児故。離有比丘住処安居。……

　27）僧祇律「波羅夷004」（大正22　p.257下）；佛住舍衞城。廣説如上。爾時一聚落中

有二衆安居。時一衆安居訖還舍衞城。問訊世尊頂禮佛足在一面坐。……

　28）僧祇律「尼薩耆波夜提002」（大正22　p.294上）；復次佛在舍衞城。安居訖詣王舍

城。時有一比丘。王舍城中以信出家。於餘聚落安居訖。聞世尊安居訖詣王舍城。我今

當往問訊世尊。并從佛去過看親里。……

　29）僧祇律「尼薩耆波夜提028」（大正22　p.321下）；佛住舍衞城。廣説如上。時六群

比丘在一聚落夏安居。初安居時。晨朝著入聚落衣。捉紙筆入聚落中。……

　30）僧祇律「尼薩耆波夜提028」（大正22　p.322上）；復次佛住舍衞城。爾時波斯匿王

大臣名彌尼刹利。叛逆。王遣一大臣名仙人達多。往討伐之。此大臣臨欲行時。往到尊

者阿難所。白言尊者。波斯匿王大臣叛逆。王今遣我往伐。方向強敵身命難保。我常年

年安居竟。飯僧施衣。我今爲官所使不得待。時欲先施衣得安隱。還者後當施食。尊者

阿難。即以上事具白世尊。佛知而故問阿難。汝安居餘有幾日在。答言十日。……

　31）僧祇律「尼薩耆波夜提029」（大正22　p.323上）；佛住舍衞城。爾時諸比丘阿練若

處。夏安居。……復次佛住舍衞城祇　精舍。沙祇國夏安居中衆僧有諍事起。如法滅。

佛語優波離。汝往沙祇國與。衆僧如法滅此諍事。……

　32）僧祇律「単提004」（大正22　p.328下）；憶念毘尼者。佛住王舍城。慈地比丘尼作

非梵行。遂便妊身到。……（p.329中）世尊於中時不語比丘僧。唯將阿難。經過五通

居士聚落。向舍衞城。……（p.330中）爾時諸比丘尼作是念。今已四月十二日夏坐已

逼。又世尊復勅當受五通居士語。思惟是已。即便受請夏安居。……諸比丘尼受自恣竟。

我等當詣世尊。禮敬問訊。自説果證時。諸比丘尼向舍衞城。……

　33）僧祇律「単提031」（大正22　p.351中）；佛住舍衞城。廣説如上。時有比丘。在聚

落中安居竟。來向舍衞城。欲禮覲世尊。……

　34）僧祇律「単提036、037」（大正22  p.359中）；佛住舍衞城。廣説如上。……爾時尊
者跋陀利自佛言。世尊。我不堪一食。……爾時諸弟子盡。受世尊教。唯除跋陀利。跋

陀利慚愧故。三月不到佛所。如跋陀利線經中廣説……

　35）僧祇律「単提041」（大正22　p.365上）；復次佛住舍衞城。廣説如上。爾時尊者難

提金毘魯跋提在塔山安居竟。至舍衞城。禮觀世尊。……
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　36）僧祇律「単提050」（大正22　p.372上）；復次佛住舍衞城安居竟。與諸比丘往　薩

羅国。……

　37）僧祇律「単提069」（大正22　p.381下）；佛住舍衞城。廣説如上。爾時尊者阿那律

在塔山夏安居竟。還舍衞城禮覲問訊世尊。……

　38）僧祇律「単提072」（大正22　p.383下）；佛住舍衞城。廣説如上。爾時舍衞毘舍離

二國有嫌。年年互相抄伐。……時舍衞比丘安居竟。欲詣毘舍離。……

　39）僧祇律「単提074」（大正22　p.385中）；佛住舍衞城廣説如上。爾時梨車摩訶男諸

僧施藥。時六群比丘聞摩訶男請僧施藥。當試惱之。……

　　　　※ここで「薬」は四月薬である。

　40）僧祇律「雑誦跋渠法」（大正22　p.445中）；佛住舍衞城。廣説如上。爾時比丘安居

中間。上座來隨次第取房。比丘運輦出房。……

　41）僧祇律「雑誦跋渠法」（大正22　p.450下）；佛住舍衞城。廣説如上。爾時諸比丘。

雨時遊行多所踐害。爲世人所嫌。九十六種出家人尚知安居。如鳥隱巣而自守住。沙門

釋子自稱善好而不安居。……

　42）僧祇律「雑誦跋渠法」（大正22　p.450下）；復次佛住舍衞城。爾時有比丘。依聚落

雨安居。有檀越營僧事。……

　43）僧祇律「威儀法」（大正22　p.503中）；佛住舍衞城。爾時比丘阿練若處安居竟。不

囑便去。後野火來燒房舍。諸比丘以是因縁往白世尊。佛言。比丘安居竟。房舍應如是

治。云何治。若比丘在阿練若處安居竟。

　44）僧祇律「（比丘尼）僧残004」（大正22　p.517下）；佛住舍衞城。比丘尼僧伽藍。

外道尼住處。中隔牆崩。爾時偸蘭難陀比丘尼語。外道尼言。汝當補治。汝等無羞人徒

衆來往裸形出入。我此衆善好有慚羞。見汝等結使増長。彼答言。今是雨時不可得作。

須雨時過當作。比丘尼言。今當駛作不得待後。彼言。我不能作。……外道尼即作。晝

成已夜雨便壞。如是夏三月作不能使成。……

　45）僧祇律「（比丘尼）波逸提118」（大正22　p.539中）；佛住舍衞城。爾時毘舍離比

丘尼安居竟。欲向舍衞城禮拜世尊。……

　46）僧祇律「（比丘尼）波逸提134」（大正22　p.542中）；佛住舍衞城。爾時迦梨比丘

尼。安居中受僧床褥已而捨遊行。……

　47）僧祇律「（比丘尼）波逸提136」（大正22　p.542下）；佛住舍衞城。爾時偸蘭難陀

語樹提言。此間安居。即往檀越家歎譽。樹提比丘尼賢善持戒汝當供養。於是樹提威儀

庠序。擧動視瞻不失儀法。見已生歡喜心。乃至後嫌訶惱觸。……

　48）僧祇律「（比丘尼）波逸提137」（大正22　p.542下）；佛住舍衞城。爾時迦梨比丘

尼。到欲安居時餘行去。受安居已還。房舍已分竟。……

　49）根本有部律「（比丘尼）波逸提101」（大正23　p.1003中）；縁処同前（室羅伐城）。

時吐羅難陀　芻尼。於室羅伐城為夏安居。未作随意便遊人間。……

　50）根本有部律「（比丘尼）波逸提102」（大正23　p.1003中）；縁処同前（室羅伐城）。

時諸　芻尼。夏安居竟欲遊人間。……

　51）根本有部律「（比丘尼）波逸提128」（大正23　p.1009上）；縁処同前（室羅伐城）。
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時吐羅難陀。與尼伴遊行至一聚落。此有長者……彼見尼衆遂前礼敬。告言。聖者。可

於此住而作安居。……

　52）根本有部律「（比丘尼）波逸提129」（大正23　p.1009上）；縁処同前（室羅伐城）。

時諸　芻尼夏安居了。於十五日欲作随意事。……

　53）根本有部律「（比丘尼）波逸提146」（大正23　p.1012上）；縁処同前（室羅伐城）。

時有衆多尼皆共同集。如世尊説。　芻尼安居竟応遊行人間。……

　［4－4］Kosala国 IcchAnaGgala村
　1）SN. 054-011（vol.Ⅴ　　p.325）；ekaM samayam bhagavA icchAnaGgale viharati 

icchAnaGgalavanasaNDe. tatra kho bhagavA bhikkhU Amantesi. icchAmaham 

bhikkhave temAsam paTisalliyituM. ......

　　　　釈尊がイッチャーナンガラで３ヶ月独坐された。……

　［4－5］Kosala国とのみあるもの
　1）十誦律「衣法」（大正23　p.199上）；佛在　薩羅。一住処與大比丘僧安居。是国中

諸居士。見僧多家家與比丘僧衣。若別房衣亦後安居衣。佛後歳祇林中夏安居。是住処

有両老比丘安居。諸居士思惟。……

　　　　※「　薩羅国」での雨安居と「祇林」での雨安居とは、別の時のことである。

　2）十誦律「臥具法」（大正23　p.246上）；佛在　薩羅。與大比丘衆倶一処安居。爾時

祇　中安居比丘少。……爾時　薩羅国荒乱。以怖畏故。諸比丘多集一処安居結夏。…

…

　［5］Magadha国
　［5－1］Magadha国 Andhakavindha邑
　1）十誦律「医薬法」（大正23　p.190上）；佛在阿那伽賓頭国中夏住已。持衣鉢向毘耶

離城。……

　［5－2］Magadha国 RAjagaha市 GijjhakUTa山

　1）Vinaya‘ PArAjika 002’（vol.Ⅲ　　p.041）； tena samayena buddho bhagavA 

rAjagahe viharati gijjhakUTe pabbate. tena kho pana samayena sambahulA ...... 

bhikkhU isigilipasse tiNakuTiyo karitvA vassaM upagacchiMsu. ...... atha kho te 

bhikkhU vassaM vutthA temAsaccayena tiNakuTiyo bhinditvA tiNaJ ca kaTThaJ ca 

paTisAmetvA janapadacArikaM pakkamiMsu, AyasmA pana dhaniyo 

kumbhakAraputto tatthF eva vassaM vasi tattha hemantaM tattha gimhaM. ......

　　　　釈尊はラージャガハ・ギッジャクータ山におられた。衆多の比丘はイシギリ山腹に

草屋を作り雨安居に入った。比丘らは３ヶ月を経て草屋を壊して諸方に遊行に出たが、

ダニヤ陶師子は雨期を過ごした後、冬も夏もそこにとどまっていた。……

　［5－3］Magadha国 RAjagaha市 LaTThivanuyyAna SupatiTTha cetiya（杖林山中霊塔之

処）

　1）『仏説頻婆娑羅王経』（大正01  p.825上）；如是我聞。一時佛在王舍城中。與大　芻
衆倶。……爾時世尊而起思念。我今可往杖林山中靈塔之處。作是念已。與　芻衆倶往
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彼處。到彼處已安居其中。時摩伽陀國頻婆娑羅王。聞佛世尊與諸耆舊大阿羅漢數滿千

人。住杖林山靈塔之處。時王思念欲往聽法。……

　［5－4］Magadha国 RAjagaha市 VeLuvana KalandakanivApa精舎

　1）MN.024‘RathavinIta-s.’（vol.Ⅰ　　p.145）；evam-me sutaM. ekaM samayaM 

bhagavA rAjagahe viharati veLuvane kalandakanivApe. atha kho sambahulA 

jAtibhUmakA bhikkhU jAtibhUmiyaM vassaM vutthA yena bhagavA tenF 

upasaGkamiMsu, ......

　　　　釈尊が王舎城・竹林園におられた時、多くのその土地に生まれた比丘がその生地に

おいて雨安居を過ごしてから釈尊のところにやってきた。……

　2）MN.077‘MahAsakuludAyisutta’（vol.Ⅱ　　p.001）； evam me sutaM. ekaM 

samayaM bhagavA rAjagahe viharati veLuvane kalandakanivApe. tena kho pana 

samayena sambahulA abhiJJAtA abhiJJAtA paribbAjakA moranivApe 

paribbAjakArAme paTivasanti, seyyathIdaM: anugAro varadharo sakuludAyi ca 

paribbAjako ...... （p.003）

 ayam pi kho samaNo gotamo ...... so pi rAjagahaM vassAvAsaM osaTo. ......

　　　　釈尊は王舎城・竹林精舎におられた。……（サクルダーイが語ることばの中に、六

師外道と釈尊が王舎城で雨期を過ごしたことへの言及がある。）

　3）MN.097 ‘DhAnaJjAni-s.’（vol.Ⅱ　　p.184）；evam me sutaM. ekaM samayaM 

bhagavA rAjagahe viharati veLuvane kalandakanivApe. tena kho pana samayena 

AyasmA sAriputto dakkhiNAgirismiM cArikaM carati mahatA bhikkhusaMghena 

saddhiM. atha kho aJJataro bhikkhu rAjagahe vassaM vuTTho yena dakkhiNAgirI 

yenF  AyasmA sAriputto tenF upasaMkami. ......

　　　　釈尊は王舎城・竹林園におられた。サーリプッタが大比丘衆とダッキナーギリにあっ

た時に、王舎城で雨安居を過ごしたある比丘がやって来て舎利弗に会った。…… 
　4）Vinaya‘VassupanAyikakkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.137）；tena samayena buddho 

bhagavA rAjagahe viharati veLuvane kalandakanivApe. tena kho pana samayena 

bhagavatA bhikkhUnaM vassAvAso apaJJatto hoti. ......

　　　　釈尊はラージャガハの竹林精舎におられた。未だ雨安居を定めておられなかった。

……（釈尊が雨安居を定める。）

　 5） Vinaya‘ Bhesajjakhandhaka’（vol.Ⅰ　　 p.212）； tena kho pana samayena 

sambahulA bhikkhU kAsIsu vassaM vutthA rAjagahaM gacchantA bhagavantaM 

dassanAya ......

　　　　多くの比丘がカーシで雨安居を住して、そこからラージャガハ・竹林精舎におられ

る釈尊に会いにやって来た。……

　6）Vinaya‘SaMghAdhisesa 006’（vol.Ⅲ　　p.144）；tena samayena buddho bhagavA 

rAjagahe viharati veLuvane kalandakanivApe. ...... （p.145） atha kho AyasmA 

mahAkassapo rAjagahe vassaM vuttho yena ALavI tena pakkAmi. anupubbena yena 

ALavI tad avasari. ......
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　　　　釈尊はラージャガハ・竹林精舎におられた。……マハーカッサパはラージャガハで

雨安居を終えるとアーラヴィーにやってきた。……

　7）Vinaya‘PAcittiya 032’（vol.Ⅳ　　p.073）；（p.071） tena samayena buddho 

bhagavA rAjagahe viharati veLuvane kalandakanivApe. ......（p.073）tena kho pana 

samayena disAsu vassaM vutthA bhikkhU rAjagahaM Agacchanti bhagavantaM 

dassanAya. ......

　　　　釈尊はラージャガハ・竹林精舎におられた。……諸地において雨安居を終わった比

丘達が、釈尊に会うためにラージャガハにやって来た。……

　 8） Vinaya‘（ BhikkhunI） PAcittiya 039 ’ （ vol.Ⅳ　　 p.296 ） ;tena samayena 

buddhobhagavA rAjagahe vaharati veLuvane kalandakanivApe. tena kho pana 

samayena bhikkhuniyo antovassaM cArikaM caranti. ......

　　　　釈尊がラージャガハの竹林精舎におられた時に、諸比丘尼が雨期中に遊行した。…

　　　…

　9）Vinaya‘（BhikkhunI）PAcittiya 040’（vol.Ⅳ　　p.297）；tena samayena buddho  

bhagavA rAjagahe viharati veLuvane kalandakanivApe. tena kho pana samayena 

bhikkhuniyo tatthF eva rAjagahe vassaM vasanti tattha hemantaM tattha 

gimhaM. ......

　　　　釈尊がラージャガハの竹林精舎におられた時、諸比丘尼はラージャガハにて雨期を

過ごし冬も夏もそこに住していた。……

　10）中阿含009「七車経」（大正01  p.429下）；我聞如是。一時佛遊王舍城在竹林精舍。
與大比丘衆共受夏坐。尊者滿慈子。亦於生地受夏坐。是時生地諸比丘。受夏坐訖過三

月已。補治衣竟攝衣持鉢。從生地出向王舍城。展轉進前至王舍城。住王舍城竹林精舍。

是時生地諸比丘。詣世尊所。……

　11）中阿含027「梵志陀然経」（大正01  p.456上）；我聞如是。一時佛遊王舍城在竹林
加蘭　園。與大比丘衆倶。共受夏坐。爾時尊者舍梨子在舍衛國亦受夏坐。是時有一比

丘。於王舍城受夏坐訖。……

　12）中阿含069「三十喩経」（大正01  p.518下）；我聞如是。一時佛遊王舍城在竹林加
蘭　園。與大比丘衆倶。共受夏坐。爾時世尊於十五日説從解脱時。……

　13）中阿含089「比丘請経」（大正01  p.571中）；我聞如是。一時佛遊王舍城在竹林迦
蘭　園。與大比丘衆倶受夏坐。……

　14）中阿含121「請請経」（大正01  p.610上）；我聞如是。一時佛遊王舍城。在竹林加
蘭　園。與大比丘衆五百人倶共受夏坐。爾時世尊月十五日説從解脱相請請時。……

　15）中阿含207「箭毛経」（大正01  p.781中）；我聞如是一時佛遊王舍城。在竹林伽蘭
　園。與大比丘衆倶。千二百五十人而受夏坐。……

　16）雑阿含1212（大正02  p.330上）；如是我聞。一時佛住王舍城迦蘭陀竹園。夏安居與
大比丘衆五百人倶。……爾時世尊。臨十五日月食受時。於大衆前敷座而坐。……

　17）雑阿含1340（大正02  p.369下）；如是我聞。一時佛住王舍城迦蘭陀竹園。時有尊者
金剛子。住巴連弗邑一處林中。時巴連弗邑人民夏四月過作　牟尼大會。時尊者金剛子
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聞世間大會。……

　18）別訳雑阿含228（大正02  p.457上）；如是我聞。一時佛在王舍城迦蘭陀竹林。夏坐
安居。爾時世尊與大比丘衆五百人倶。……於七月十五日。自恣時到。……

　19）増一阿含026-009（大正02  p.639上）；聞如是。一時佛在舍衞國祇樹給孤獨園。爾
時世尊與大比丘衆五百人倶。爾時世尊欲詣羅閲城夏坐。舍利弗亦欲詣羅閲城夏坐。千

二百五十弟子。皆欲詣羅閲城夏坐。……爾時世尊將諸比丘舍利弗目　連等。遊羅閲城

迦蘭陀竹園。受夏坐已。……

　20）増一阿含034-005（大正02  p.694上）；聞如是。一時佛在舍衞國祇樹給孤獨園。爾
時世尊與諸比丘五百人倶。……爾時頻毘娑羅王……聞法已白世尊言。唯願如來。當在

羅閲城夏坐。……爾時世尊默然受頻毘娑羅王請。……爾時世尊出舍衞國。……至羅閲

城迦蘭陀竹園所。……

　21）増一阿含039-010（大正02  p.733下）；聞如是。一時佛在羅閲城迦蘭陀竹園所。與
大比丘衆五百人倶。滿願子亦將五百比丘遊本生處。爾時世尊於羅閲城九十日夏坐已。

漸漸在人間遊化。來至舍衞城中祇樹給孤獨園。……

　22）四分律「房舎　度」（大正22  p.938中）；爾時世尊在王舎城。舎衛国有居士名須達
多。常好給施孤窮乞児。……（p.939上）時給孤独食。即往迦蘭陀竹園中。……唯願

世尊。與衆僧倶受我夏安居九十日請。佛言。我已受王瓶沙請。即復白言。願受来年請。

佛言。我已受王瓶沙請。復白言。大徳。願受後年請。佛報言。若有如是処。……

　　　　※釈尊が少なくとも2回連続で王舎城で雨安居される予定にあったことに注意。

　23）僧祇律「尼薩耆波夜提002」（大正22  p.294上）；復次佛住王舍城迦蘭陀竹園精舍。
長老舍利弗作是念。我今當爲饒益親里故往詣那羅聚落安居。……爾時尊者舍利弗於那

羅聚落結安居。日日詣竹園精舍。禮世尊足。値天七日連雨。……

　24）根本有部律「波羅市迦002」（大正23  p.651上）；佛在王舎城羯蘭鐸迦池竹林園中。
……（p.652上）爾時王舎城内。於諸　芻夏安居竟。常有迦栗底迦賊。……

　25）根本有部律「僧伽伐尸沙008」（大正23  p.691中）；爾時薄伽梵。在王舎城羯蘭鐸
迦池竹林園中。……（p.695上）時馬勝　芻所有弟子門人。随其意楽所学差別悉令受

已。詣餘村坊城邑聚落而作安居。至八月十五日前安居満。作衣已竟執持衣鉢。往波波

城水蛭林所。……時実力子既蒙許去。……執持衣鉢詣王舎城。如前威儀洗手足已往詣

佛所。……

　26）根本有部律「泥薩祇波逸底迦010」（大正23  p.733上）；佛在王舎城竹林園中。…
…

　　　　※行雨婆羅門が　波難陀に「坐夏了日我当奉施六十金銭」と約束している。

　27）根本有部律「波逸底迦044」（大正23  p.829中）；佛在王舎城羯闌鐸迦池竹林園中。
……時此城内有諸商人。来詣佛所……復詣具寿阿難陀所。……時諸商人既聞法已。即

従坐起白言。大徳。世尊於此夏安居了当向何処。……

　28）根本有部律「波逸底迦074」（大正23  p.855上）；……如是世尊制学処已。漸次遊
行至王舎城。住竹林園中至坐夏時。……

　29）根本有部律「波逸底迦082」（大正23  p.873中）……如是世尊在王舎城竹林園中。
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…… （p.878b）時具寿仙道夏安居竟。往詣佛所頭面礼足。……
　30）根本有部律「出家事」（大正23　p.1032上）；佛在王舎城。羯蘭鐸迦池。竹林園。

三月坐雨安居已。……

　31）仏説解夏経（大正01  p.861中）；如是我聞。一時佛在王舍城迦蘭陀竹林精舍。與五
百　芻衆倶。……爾時世尊安居既滿。當解夏時。於十五日與　芻衆敷座而坐。會衆坐

已。……

　［5－5］RAjagahaとのみあるもの

　1）Vinaya‘MahAkhandhaka’（vol.Ⅰ　　p.079）；tena kho pana samayena bhagavA

      tatthF eva rAjagahe vassaM vasi, tattha hemantaM, tattha gimhaM. ......

　　　　その時釈尊はラージャガハで雨期も冬も夏も過ごされた。……

　2）四分律「受戒　度」（大正22  p.805下）；爾時世尊。遊羅閲城。時欝毘羅迦叶。将諸
徒衆捨家学道。刪若弟子将二百五十弟子捨家学道。羅閲城中有大富豪貴家子亦出家学

道。如此大衆等住羅閲城時諸大臣自相謂言。今諸外道出家学道。春秋冬夏人間遊行此

沙門釈子。聚住此間不餘処遊行。……

　3）五分律「受戒法」（大正22  p.116中）；爾時諸比丘長住王舍城。諸居士譏呵言。外道
尚知隨時移止。沙門釋子樂著一處四時不動與世人何異。諸比丘以是白佛。佛告阿難。

汝可宣語諸比丘。如來今當遊行南方。……

　4）十誦律「波羅夷002」（大正23　p.003中）；佛在王舎城。爾時衆多比丘共一處安居。

……

　5）十誦律「受具足戒法」（大正23  p.151上）；佛在王舎城。自恣竟欲二月南山国土遊行。
……

　6）十誦律「安居法」（大正23  p.173中）；佛在王舎城。諸比丘夏中遊行諸国土。……
　7）十誦律「衣法」（大正23  p.198中）；佛在王舎城。是時諸外道出家。夏安居竟自恣時。

諸外道居家弟子。布施衣物。……

　8）十誦律「衣法」（大正23  p.198下）；佛在王舎城。是時諸外道出家。夏安居竟自恣時。
諸居家弟子以諸物施。……

　9）十誦律「雑法」（大正23　p.285中）；佛在王舎城。爾時六群比丘。展転與清浄與欲

與自恣與除罪。諸比丘不知云何。是事白佛。佛言。従今不得展転與清浄與欲與自恣與

除罪。犯者突吉羅。

　10）十誦律「（比丘尼）波夜提095」（大正23  p.322中）；佛在王舎城。與多比丘僧。
王舎城安居。……

　11）十誦律「（比丘尼）波夜提096」（大正23  p.322下）；佛在王舎城。自恣竟二月遊
行他国。……

　12）十誦律「（比丘尼）波夜提150」（大正23  p.339中）；佛在王舎城。爾時助調達比
丘尼。安居竟不二部僧中求三事自恣説見聞疑罪。……

　13）僧祇律「波羅夷001」（大正22  p.233上）；復次佛住王舍城。廣説如上。時諸比丘
處處夏安居。安居已來詣王舍城禮拜問訊世尊。……

　［5－6］Magadha国 UruvelA SenA-nigama村
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　1）増一阿含024-005「高幢品」（大正02  p.618上）；……（p.619中）爾時世尊便往至
優留毘村聚所。爾時連若河側有迦葉在彼止住。……（p.620上）爾時迦葉白世尊曰。

大沙門。當受我九十日請。所須衣被飯食床臥具病痩醫藥盡當供給。爾時世尊默然受迦

葉請。……

　［6］Malla国
　［6－1］Malla国 AnupiyA邑

　1）Vinaya‘SaMghabhedakkhandhaka’（vol.Ⅱ　　p.180）；tena samayena buddho

      bhagavA anupiyAyaM viharati, anupiyaM nAma mallAnaM nigamo. tena kho pana

      samayena abhiJJAtA-abhiJJAtA sakyakumArA bhagavantaM pabbajitaM anupabba-

      janti. ...... （p.183）atha kho AyasmA bhaddiyo tenF eva antaravassena tisso vijjA

      sacchAkAsi, ......

　　　　釈尊はアヌピヤー国のアヌピヤーというマッラ族の村におられた。その時釈種の童

子らが釈尊が出家されたのに従って出家した。……その雨安居中にバッディヤは三明

を現証し、……

　［6－2］Malla国 PAvA邑

　1）五分律「食法」（大正22  p.151下）；佛之波旬邑。波旬諸力士聞佛欲至。即共議言。
若不出迎罰金銭五百。皆與大小出迎世尊。頭面礼足却坐一面。佛為説種種妙法。示教

利喜已。即請佛及僧夏安居。四月佛黙然受諸力士知佛受已。……

　［7］PArileyyaka林

　1）僧祇律「単提041」（大正22  p.363中）；……爾時世尊從　薩羅國。遊行到波利耶娑
羅林賢樹下住。時五百群象遊行。象王恒在後。得濁水殘草厭患。群衆故亦復獨來。詣

此樹下。象王既至樹下。見佛已即以鼻拔草蹈地令平。以鼻盛水灑地掩塵。又取軟草敷

以爲座。屈膝請佛令坐。見佛坐已。即便請佛。三月供養。佛知象王意。即受其請。…

…佛住三月受象王供養。爾時五百比丘三月不見佛故。……

　［8］Sakka（釈迦族）
　［8－1］Sakka（釈迦族）CAtumA町 AmalakIvana（林）

　1）増一阿含045-002（大正02  p.770下）；聞如是。一時佛在釋翅闇婆梨果園。與大比丘
衆五百人倶。是時尊者舍利弗。尊者目乾連。於彼夏坐已。將五百比丘在人間遊化。漸

漸來至釋翅村中。……

　［8－2］Sakka（釈迦族）Devadaha町
　1）雑阿含108（大正02  p.033中）；如是我聞。一時佛住釋氏天現聚落。爾時有西方衆多

比丘。欲還西方安居。詣世尊所。……

　　　※ただし釈尊がこの後に場所を移ってしまえばデーヴァダハで雨安居を過ごしたことにならない。

　［8－3］Sakka（釈迦族）Kapilavatthu市 NigrodhArAma

　1）MN.122‘MahAsuJJata-s.’（vol.Ⅲ　　p.109）；evam me sutaM. ekaM samayaM
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      bhagavA sakkesu viharati kapilavatthusmiM nigrodhArAme. atha kho bhagavA ......

      kapilavatthusmiM piNDAya caritvA pacchAbhaTTaM piNDapAtapaTikkanto yena kALa-

      khemakassa sakkassa vihAro tenF upasaMkami divAvihArAya. ......（p.110）tena kho

      pana samayena AyasmA Anando sambahulehi bhikkhUhi saddhiM ghaTAya-sakkassa

      vihAre cIvarakammaM karoti. ......

　　　　釈尊は釈迦国･カピラヴァットゥ･ニグローダ園におられた。釈尊は乞食を終え、食

後に釈迦族のカーラケーマカ（KALakhemaka）の精舎に行かれた。……その時アーナ

ンダは多くの比丘と共に釈迦族のガターヤの精舎（GhaTAya-Sakkassa vihAra）で作

衣を行っていた。……

　2）AN.011-002-012（vol.Ⅴ　　p.328）；ekaM samayaM bhagavA sakkesu viharati ka-

      pilavatthusmiM nigrodhArAme. tena kho pana samayena sambahulA bhikkhU bha-

      gavato cIvarakammaM karonti niTThitacIvaro bhagavA temAsaccayena cArikaM pak-

      kamissAtI ti. ......

　　　　釈尊は、釈迦国・カピラヴァットゥ・ニグローダ園におられた。釈迦族のマハーナー

マが、多くの比丘が釈尊の衣を作っているので衣が整えば釈尊は３ヶ月の満了に遊行

に出られると聞いて、釈尊に会いに行く。……

　3）AN.011-002-013（vol.Ⅴ　　p.332）；ekaM samayaM bhagavA sakkesu viharati ka-

      pilavatthusmiM nigrodhArAme. tena kho pana samayena mahAnAmo sakko gilAnA

      vuTThito hoti aciravuTThito gelaJJA. tena kho pana samayena sambahulA bhikkhU

      bhagavato cIvarakammaM karonti niTThitacIvaro bhagavA temAsaccayena cArikaM

      pakkamissAtI ti. ......

　　　　釈尊は釈迦国・カピラヴァットゥ・ニグローダ園におられた。病み上がりの釈迦族

のマハーナーマが、多くの比丘が釈尊の衣を作っているので衣が整えば釈尊は３ヶ月

の満了に遊行に出られると聞いて、釈尊に会いに行く。……

　4）Vinaya‘PAcittiya 047’（vol.Ⅳ　　p.101）；tena samayena buddho bhagavA sak-

      kesu viharati kapilavatthusmiM nigrodhArAme. tena kho pana samayena mahAnA-

      massa sakkassa bhesajjaM ussannaM hoti. ...... mahAnamo sakko ...... bhagavantaM

      etad avoca: icchAm FahaM bhante saMghaM cAtumAsaM bhesajjena pavAretun ti. 

      ......

　　　　釈尊は釈迦国・カピラヴァットゥ・ニグローダ園におられた。その時釈迦族のマハー

ナーマに多量の薬があって、彼は４ヶ月間薬をもって僧衆を自恣請することを釈尊に

願い出た。……

　5）中阿含116「瞿曇彌経」（大正01  p.605上）；我聞如是一時佛遊釋羇痩在迦維羅衞尼
拘類樹園。與大比丘衆倶受夏坐。爾時瞿曇彌大愛往詣佛所。……

　6）中阿含191「大空経」（大正01  p.738上）；我聞如是。一時佛遊釋中迦維羅衞。在尼
拘類園。…… 彼時世尊從加羅差摩釋精舍出。往詣加羅釋精舍。爾時尊者阿難與衆多
比丘。在加羅釋精舍中集作衣業。……

　7）雑阿含932（大正02  p.238中）；如是我聞。一時佛住迦毘羅衞國尼拘律園中。時有衆
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多比丘集於食堂。爲世尊縫衣。時釋氏摩訶男聞衆多比丘集於食堂。爲世尊縫衣。世尊

不久三月安居訖。作衣竟。持衣鉢人間遊行。聞已往詣佛所。……

　8）雑阿含933（大正02  p.238下）；如是我聞。一時佛住迦毘羅衞國尼拘律園中。時有衆
多比丘集於食堂。爲世尊縫衣。時釋氏摩訶男聞諸比丘集於食堂爲世尊縫衣。世尊不久

安居訖作衣竟。持衣鉢人間遊行。聞已詣佛所。……

　9）別訳雑阿含157（大正02  p.433中）；爾時世尊。在迦毘羅衞國尼拘陀林。夏坐安居。
爾時衆多比丘。於夏欲末。在講堂中。爲佛縫衣。諸比丘等。縫衣已訖。作是思惟。我

等於今。縫衣已竟。當逐佛遊行。時釋摩男。……

　10）四分律「単提047」（大正22  p.668中）；爾時佛在釈翅捜迦維羅衛尼拘律園中。爾
時摩呵男釈種。請衆僧供給薬。……

　11）五分律「堕062」（大正22  p.061中）；佛在拘薩羅國。與大比丘僧五百人倶。向迦
維羅衞城。諸釋種聞佛從彼國來。共立制。若不出迎佛罰金錢五百。便各將大小出迎世

尊。頭面禮足却住一面。佛爲説法示教利喜。共請佛及僧夏四月安居。世尊默然許之。

……

　12）十誦律「波夜提074」（大正23　p.117下）；佛在釈氏国。爾時摩訶男釈。四月請佛

及僧。所須薬一切自恣皆従我取。爾時六群比丘過夏四月不病。……

　13）根本有部律「波逸底迦074」（大正23　p.854中）；佛於釈迦処人間遊行。漸至劫比

羅城在多根樹園。時釈迦大名知佛来至。便往佛所頂礼佛足在一面坐。……白言世尊。

願佛及僧慈悲哀愍。受我三月飲食供養。并及一切所須之物。世尊黙然而受。……

　14）根本有部律「波羅底提舎尼004」（大正23　p.900下）；佛在劫比羅伐　睹城多根樹

園。於此夏安居。……

　［8－4］Sakka（釈迦族）MedALupa または MedaLumpa邑（彌城留利邑）

　1）雑阿含991（大正02  p.258上）；如是我聞。一時佛住釋氏彌城留利邑。夏安居。有餘
比丘於舍衞國祇樹給孤獨園。夏安居。……

　［8－5］Sakka（釈迦族）SAmagAma

　1）MN.104‘SAmagAma-s.’（vol.Ⅱ　　p.243）；evaM me sutaM. ekaM samayaM 

bhagavA sakkesu viharati sAmagame. tena kho pana samayena nigaNTho 

nAtaputto pAvAyaM adhunA kAlakato hoti. ...... （ p.244 ） atha kho cundo 

samaNuddeso pAvAyaM vassavuttho yena sAmagAmo yenF AyasmA Anando tenF 

upasaMkami. ......

　　　　釈尊は釈迦族の村サーマガーマにおられた。その頃パーヴァーでニガンタ・ナータ

プッタが死んでニガンタ派に争いが生じた。パーヴァーで雨安居を過ごしていたチュ

ンダ沙弥がサーマガーマに来て阿難に事件を伝え、それから２人して釈尊のところに

行って事を伝えた。……

　2）中阿含196「周那経」（大正01　p.752下）；我聞如是。一時佛遊跋耆。在舍彌村。爾

時沙彌周那於彼波和中而受夏坐。彼波和中有一尼　。名曰親子。在彼命終。……於是

沙彌周那受夏坐訖。過三月已補治衣竟。攝衣持鉢往舍彌村。住舍彌村北尸攝和林。沙

彌周那往詣尊者阿難所。……
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　　　　※舍彌村（SAmagAma）を釈迦族の村ではなく、跋耆（Vajji）国の村としている。

　3）『仏説息諍因縁経』（大正01  p.904中）；如是我聞。一時世尊在舍摩迦子聚落之中。
坐夏安居。諸　芻衆去佛不遠亦各安居。時有沙門名曰尊那。在惹盧迦林中坐夏安居。

彼有外道尼乾陀惹提子。是極惡者忽爾命終。……

　［8－6］Sakka（釈迦族）VedhaJJaのAmbavana
　1）DN.029‘ PAsAdika-s.’（vol.Ⅲ　　p.117）； evam me sutaM. ekaM samayaM 

bhagavA sakkesu viharati.（vedhaJJA nAma sakyA, tesaM ambavane pAsAde） . 

tena khopana samayena nigaNTHo nAthaputto pAvAyaM adhunA kAkakato hoti. .

..... （ p.118 ） atha kho cundo samaNuddeso pAvAyaM vassaM vuttho, yena 

sAmagAmo yenF AyasmA Anando tenF upasaMkami. ...... 

　　　　釈尊は釈迦族の町であるヴェーダンニャのアンバ林におられた。その時ニガンタ・

ナータプッタはパーヴァーにおいて滅し、パーヴァーで雨安居していたチュンダ沙弥

がこの知らせをもってサーマガーマにいたアーナンダのもとへやってきた。チュンダ

とアーナンダは２人して釈尊のもとに行って、ニガンタ・ナータプッタの死とその弟

子の分裂について伝える。……

　　　　※SAmagAmaはVedhaJJaの中か、あるいはその近隣の村であろう。

　2）長阿含017「清浄経」（大正01  p.072上）；如是我聞。一時佛在迦維羅衛國緬祇優婆
塞林中。與大比丘千二百五十人倶。時有沙彌周那在波波國。夏安居已執持衣鉢。漸詣

迦維羅衛緬祇園中。至阿難所頭面禮足於一面立。白阿難言。……爾時沙彌周那聞阿難

語已。即共詣世尊。……

　［9］TAvatiMsabhavana

　1）雑阿含506（大正02　p.134上）；如是我聞。一時佛住三十三天　色虚軟石上。去波梨

耶多羅拘毘陀羅香樹不遠。夏安居。爲母及三十三天説法。爾時尊者大目　連在舍衞國

祇樹給孤獨園安居。……

　［10］Vajji国
　［10－1］Vajji国 VesAlI市

　1）増一阿含038-011（大正02　p.725中）；聞如是。一時佛在羅閲城加蘭陀竹園所。與大
比丘衆五百人倶。……爾時阿闍世王白世尊言。唯願世尊。受我請在羅閲城九十日夏坐。

爾時世尊默然受王請。…… 爾時毘舍離城鬼神興盛。人民死亡不可稱計。一日之中死
者百數。鬼神羅刹充滿其中。面目黄色。或經三四日而死者。是時毘舍離人民恐懼。皆

集一處而共論議。……爾時有大長者名曰最大。集在彼衆。是時諸人語長者曰。我等聞

沙門瞿曇所至到處。……將諸人使往至世尊所。……爾時長者白世尊言。毘舍離城中人

民遇此災患。……願垂屈顧至彼城中。度彼人民安處無爲。世尊告曰。我今已受羅閲城

阿闍世王請。諸佛世尊言無有二。若當阿闍世王見聽者如來當往。……是時世尊清旦將

諸比丘衆。前後圍繞出迦蘭陀竹園所。往詣毘舍離城。……

　　　　※釈尊が毘舎離で雨安居に入ったという記述はないが、阿闍世王の雨安居の招きを断る形で毘舎離

に赴くのであるから、釈尊は毘舎離で雨安居に入ったと考えられる。
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　2）Vinaya‘ PArAjika 004’（vol.Ⅲ　　p.087）； tena samayena buddho bhagavA 

vesAliyaM viharati mahAvane kUTAgArasAlAyaM. tena kho pana samayena 

sambahulA sandiTThA sambhattA bhikkhU vaggumudAya nadiyA tIre vassaM 

upagacchiMsu. ......

　　　　釈尊がヴェーサーリーの大林重閣講堂におられた時、衆多の知識親友比丘はヴァッ

グムダー河畔で雨安居に入った。……

  3）Vinaya‘PAcittiya 008’（vol.Ⅳ　　p.023）； tena samayena buddho bhagavA 

vesAliyaM viharati mahAvane kUTAgArasAlAyaM. tena kho pana samayena 

sambahulA sandiTThA sambhattA bhikkhU vaggumudAya nadiyA tIre vassaM 

upagacchiMsu. ......

　　　　釈尊がヴェーサーリーの大林重閣講堂におられた時、衆多の知識親友比丘はヴァッ

グムダー河畔で雨安居に入った。……

　4）四分律「波羅夷004」（大正22　p.577中）；爾時世尊。遊於毘舎離　猴江辺高閣講堂。

時世穀貴人民飢餓乞食難得。……時諸比丘聞世尊教已。即各随同和上同師親友知識。

於毘舎離左右安居。世尊於毘舎離城内安居。……

　5）五分律「波羅夷004」（大正22  p.009上）；佛在毘舍離。時世飢饉乞食難得。諸比丘
入城分衞。都無所獲。爾時世尊告諸比丘。汝等各隨知識就彼安居。莫住於此受飢饉苦。

……

　6）五分律「堕008」（大正22  p.040中）；佛在毘舍離。時世飢饉乞求難得。告諸比丘。
各隨知識安居。有諸比丘在婆求末河邊安居者。種種因縁如自稱得過人法中説。……

　7）五分律「堕015」（大正22  p.043中）；佛在毘舍離。有一住處下濕。時十七群比丘在
一房中安居。……

　8）五分律「衣法」（大正22  p.137中）；佛在毘舍離城。有一住處。地極卑濕多諸蚊虻。
諸比丘不得住。皆往舍衞城・瞻波城・迦維羅衞城・王舍城安居。所住處空。諸居士言。

大徳可住此安居。我等當供給飮食。諸比丘言。此間多有蚊虻不能得住。諸居士復言。

大徳但住當送蚊　。諸比丘不知得受不。以是白佛。佛言聽受。諸比丘不知大小作。以

是白佛。佛言應隨床大小作

　9）十誦律「波羅夷001」（大正23  p.001上）；佛在毘耶離国。……須提那加蘭陀子……
遠離郷土到　薩羅国一処安居。……夏安居過三月自恣竟作衣畢。着衣持鉢還毘耶離。

……

　10）十誦律「波羅夷004」（大正23  p.011上）；佛在維耶離国。夏安居時。與大比丘衆
倶。……

　11）十誦律「波夜提007」（大正23  p.071中）；佛在維耶離国。夏安居時。與大比丘僧
倶。……

　12）僧祇律「波羅夷001」（大正22　p.231下）；復次佛住毘舍離。廣説如上。時諸比丘

處處安居。安居已還詣毘舍離。到世尊所禮拜問訊。……

　［10－2］Vajji国 BeluvagAmaka村

　1）DN.016‘MahAparinibbAna-s.’（vol.Ⅱ　　p.098）；atha kho bhagavA mahatA 
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bhikkhusaMghena saddhiM yena beluva-gAmako tad avasari. tatra sudaM 

bhagavA beluva-gAmake viharati. tatra kho bhagavA bhikkhU Amantesi: etha 

tumhe bhikkhave, samantA vesAliM yathA-mittaM yathA-sandiTThaM 

yathA-sambhattaM vassaM upetha, aham pana idhF eva beluva-gAmake vassaM 

upagacchAmIti. ......

　　　（アンバパーリー女の林に止まった後、）釈尊が比丘衆とベールヴァ村に赴き、比丘

らにはヴェーサーリー周辺で友人を頼り知人を頼り親友を頼って雨安居に入るように

告げ、御自身はベールヴァ村で雨安居に入られた。……

　2）SN.047-009（vol.Ⅴ　　p.152）；ekam me sutaM ekam samayam bhagavA vesAli-

      yaM viharati beluvagAmake. tatra kho bhagavA bhikkhU Amantesi. etha tumhe

      bhikkhave samantA vesAliyA yathA mittaM yathA sandiTThaM yathA sambhattaM

      vassam upetha gacchatha idhevAham beluvagAmake vassam upagacchamIti. ......

　　　　釈尊はヴェーサーリー・ベールヴァ村におられた。釈尊は比丘らにヴェーサーリー

の周辺で親友、相識、相親に随て雨安居に入るよう告げ、御自身はベールヴァ村で雨

安居に入られた。……

　3）長阿含002「遊行経」（大正01　p.014下）；爾時世尊於毘舍離。隨宜住已。告阿難言。

汝等皆嚴。吾欲詣竹林叢。對曰唯然。即嚴衣鉢。與大衆侍從世尊。路由跋祇至彼竹林。

……于時彼土穀貴飢饉。乞求難得。……爾時世尊即從座起。詣於講堂就座而坐。告諸

比丘。此土飢饉乞求難得。汝等宜各分部隨所知識。詣毘舍離及越祇國。於彼安居。可

以無乏。吾獨與阿難於此安居。……

　4）‘MahAparinirvANasUtra’（1）；atha bhagavAn vRjiXu janapadeXu caryAM caran ve 

NugrAmakam anuprApto veNugrAmake viharaty uttareNa grAmasya SiMSapAvane. 

tena khalu samayena durbhikXam abhUt kRcchraH kAntAro durlabhaH piNDako yA 

canakena. tatra bhagavAn bhikXUn Amantrayate. etarhi bhikXavo durbhikXaM 

kRcchraH kAntAro durlabhaH piNDako yAcanakena. eta yUyaM bhikXavo 

yathAsaMstutikayA yathAsaMlaptikayA yathAsaMpremikayA vaiSAlIsamantakena 

vRjigrAmakeXu varXAm upagacchata. aham apy asminn eva veNugrAmake varXAM 

upagamiXyAmy Anandena bhikXuNopasthAyakena. mA sarva eva piNDakena 

klAmatha. ......

　　　　釈尊はアーナンダを伴ってヴリジ族の村落を経めぐってヴェーヌグラーマカに行か

れた。その時飢饉が起こった。釈尊は比丘らにヴリジ族の村々で友人知人を頼って雨

安居に入るよう指示され、自らはアーナンダとともにこの村で雨安居に入られた。

　　　　　　（1）Das MahAparinirvANasUtra, bearbeitet von Ernst Waldschmidt, Teil Ⅱ　,Akademie-
                  verlag, Berlin, 1951, p.190

　5）根本有部律「波羅市迦004」（大正23　p.675上）；爾時薄伽梵。與五百漁人出家円具

已。従薜舎離詣竹林聚落北。有升摂波林依之而住。時逢飢饉乞食難得。父母於子尚不

相済。況餘乞人。爾時世尊告諸　芻曰。今時飢饉乞食難得。父子尚不相済。汝等宜応

各随親友得意之処。於薜舎離随近聚落而作安居。我與阿難陀於此林住。……

　6）根本有部律「波逸底迦008」（大正23　p.773下）；爾時佛在広厳城　猴池側高閣堂中。
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時有五百漁人。於勝慧河辺結侶而住。彼諸漁人有二大綱。一名小足。二名大足。広説

如前。第四波羅市迦。乃至此五百人悉皆出家。精勤修習得阿羅漢。爾時世尊在竹林聚

落。時逢飢饉乞食難得。奉世尊教随処安居。彼諸　芻倶往本村而作安居。各生是念。

我等前時以不実事共相讃歎遂被呵責。……

　［11］VaMsa国 KosambI

　1）増一阿含031-002（大正02  p.667上）；聞如是。一時佛在拘深瞿師園中。過去四佛所
居之處。……當於爾時舍衞城中有一比丘。便作是念。與世尊別久。欲往禮敬承受問訊。

爾時彼比丘到時。……又以神足飛在虚空。往詣拘深園中。……是時彼比丘到瞿師園中。

還捨神足以常凡法至世尊所。頭面禮足在一面坐。爾時世尊問比丘曰。云何比丘。在舍

衞城勞於夏坐乎。……

　2）四分律「安居　度」（大正22  p.834上）；爾時世尊在拘　弥国。時有大臣勇健能闘。
往詣佛所以信捨家為道。時憂填王語言。汝何不休道。当與汝婦資生田宅財宝。比丘自

念。我在此安居。必與我浄行作留難。作此念已往白佛。佛言。若有此難事便応去。

　3）四分律「安居　度」（大正22  p.835上）；爾時佛在拘　弥国瞿師羅園。爾時王憂陀延
與跋難陀釈子為親友。請跋難陀夏安居。跋難陀。拘　弥国結安居。聞餘住処大得利養

大得衣物。即便往彼住処。小住彼已。復還拘　弥。時王憂陀延聞已嫌言。云何跋難陀

釈子。受我請在此住夏安居。聞彼住処大得利養大得衣物。便往至彼。在彼住已。復還

来此。……

　4）四分律「房舎　度」（大正22  p.944中）；爾時世尊在拘　弥。時王優填。與跋難陀親
厚王請在拘　弥夏安居。時跋難陀受請安居已。聞有異処安居僧大得衣物。即往彼処少

時住已還拘　弥。……

　［12］VeraJjA市

　1）Vinaya‘ PArAjika 001’（vol.Ⅲ　　p.001）； tena samayena buddho bhagavA 

veraJjAyaM viharati naLerupucimandamUle mahatA bhikkhusaMghena saddhiM 

paJcamat tehi bhikkhusatehi. ...... （ p.006 ） evaM vutte veraJjo brAhmaNo 

bhagavantaM etad avoca: jeTTho bhavaM gotama, ...... adhivAsetu ca me bhavaM 

gotamo veraJjAyaM vassAvAsaM saddhiM bhikkhusaMghenA' ti. ......

　　　　釈尊がヴェーランジャーのナレールのプチマンダ樹の下に住されていた時、ヴェー

ランジャ・バラモンが優婆塞となり釈尊にヴェーランジャーにて雨安居することを請

う。……

　2）四分律「波羅夷001」（大正22  p.568下）；爾時佛遊蘇羅婆国。與大比丘衆五百人倶。
漸漸遊行至毘蘭若。即於彼宿那隣羅浜洲曼陀羅樹下。……爾時毘蘭若婆羅門。即往世

尊所。到已共相問訊在一面坐。時世尊無数方便為説法開化令得歓喜。聞佛説法得歓喜

已。即白佛言。世尊。唯見哀愍当受我請。及比丘僧三月夏安居。時世尊及比丘僧黙然

受請。……

　3）四分律「捨堕028」（大正22  p.630中）；爾時佛在毘蘭若夏安居。……
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　4）五分律「波羅夷001」（大正22  p.001上）；佛在須頼婆國。與大比丘衆五百人倶。詣
毘蘭若邑住林樹下。其邑有婆羅門。名毘蘭若。……爾時世尊。爲説妙法示教利喜。聞

法歡悦即白佛言。願佛及僧。受我安居三月供養。……佛乃受之。……

　5）十誦律「波夜提044」（大正23  p.098中）；佛在舎衛国。爾時毘羅然国。有婆羅門王。
名阿耆達。以因縁故。向舎衛国宿一居士舎。……聞已出居士舎。往詣祇桓。爾時佛與

無量百千萬衆囲繞説法。阿耆達王。遥見佛在林間。……前詣佛所問訊畢一面坐。佛見

坐已。種種因縁説法示教利喜。示教利喜已黙然。時阿耆達。聞佛説法示教利喜已白佛

言。世尊。願佛及僧受我毘羅然国夏安居一時。……佛作是念。我先世果報必応当受。

作是念已黙然受請。……

　6）十誦律「医薬法」（大正23  p.187中）；佛故在舎衛国。毘羅然国。有婆羅門王。字阿
耆達。是王有小因縁事。来到舎衛国。……即従坐起偏袒着衣合掌白佛。願受我請夏坐

一時并比丘僧。……

　7）根本有部律「薬事」(大正24  p.045上）；爾時世尊。於勇軍聚落。人間遊行。至　闌
底城。在練木樹下而住時此城中。有婆羅門。名曰火授。……厳駕出城往詣佛所。以種

種善言。慰問世尊。却坐一面。爾時世尊即為彼王。説微妙法。示教利喜。黙然而住。

時火授王即従坐起。偏袒右肩右膝着地。合掌向佛。而白佛言。唯願世尊及　芻衆。受

我三月雨安居四事供養飲食湯薬衣服臥具。爾時世尊黙然受彼火授王請。……

　［13］Videha国
　1）MN.091.‘BrahmAyu-s.’（vol.Ⅱ　　p.133）；evam me sutaM. ekaM samayaM

      bhagavA videhesu cArikaM carati mahatA bhikkhusaMghena saddhiM paJcamattehi

      bhikkhusatehi. ......（p.135）atha kho uttaro mANavo satta mAsAni bhagavantaM

      anubandhi chAyA va anapAyinI. ......

　　　　釈尊がヴィデーハにおられた時、……ウッタラというマーナヴァがヴィデーハ国に

おいて７ヶ月間釈尊に付き従った。……

　2）中阿含161「梵摩経」巻一（大正01  p.685上）；我聞如是。一時佛遊　陀提國。與大
比丘衆倶。……（p. 686上）優多羅摩納復作是念。我寧可極觀威儀禮節及觀遊行所趣。
於是優多羅摩納尋隨佛行。於夏四月觀威儀禮節。及觀遊行所趣。優多羅摩納過夏四月。

悦可世尊威儀禮節及觀遊行所趣。……

原始仏教聖典に記された釈尊の雨安居地と後世の雨安居地伝承


